
災害リスク分散型土地利用システム

低平地では、現在、
大区画ほ場が整備
され、米を中心に
麦・豆等が栽培さ
れています。

生産性の高い
水田農業 「屋敷」を中心とし

たコミュニティや神
社祭礼に関わる伝統
的な民族芸能が現代
まで継承されていま
す。

作成様式
（1P目）

山地

山麓地

北上川

水にまつわる
３つの災害

土砂災害

干ばつ

洪水害

災害リスクを分散する立体的な土地利用

御林を継承

した森林保全

米と商品作物
の複合農業

ため池・水路の
共同管理

水害リスクを分散する
作物の組み合わせ

農業法人等に
よる転作

低平地と山麓地に
農地を分散所有

共同の取組

個人の取組

屋敷を中心とし
たコミュニティ

コミュニティ・文化の継承

共同・共助による保全管理

低平地

～災害から生命と生活を守り未来へつなぐ ～

たばしねさんろく

いのち くらし

低平地に農地を所有している農家
の約９割が山麓地にも所有してい
ます。

農地の分散所有

災害に適応した農地利用

※ 黄色：低平地と山麓地の両方に農地を
分散所有している農家の農地

治山治水の一環とし
て、藩政時代から引
き継がれた森林を、
生産森林組合等に
よって保全管理され
ています。

森林保全活動

山麓地では、約900
か所のため池が現在
も利用され、地域に
よって共同で修繕・
管理されています。

水資源の有効活用

岩手県束稲山麓地域は、地形的な要因により頻発す

る自然災害のリスクに対応するため、山麓地や低平

地では個々の農家が両方に農地を分散所有をしてい

ます。さらにため池や山地の森林は地域の共同組織

が管理するなど、地域一体となった土地利用を行う

共同・共助の取組や、これを支える地域コミュニ

ティが継承されています。

束稲山

北上川

岩手県

令和５年１月認定

日 本 農 業 遺 産



• 農業遺産地域の価値や魅力の再認識
を目的とした地域活性化フォーラムを開
催

• 農業遺産への認知度を高めるため、各
地域で開催するイベント等でパネル展
示やクイズ等を実施

• ＰＲパンフレットやガイドブックの作成、
広報、HP、SNSを活用し情報を発信

▌次世代への継承

▌保全活動の推進

◆ フォーラムやイベント等への参加人数：

-（R3） → 717人（R7）

◆ 棚田での田植え等のイベントへの参加者数：

     45人（R3） → 延べ280人（R7）

◆ フットパス等の地域交流イベントへの参加者数：

約50人（R3）→ 165人（R7）

◆ 出前講座実施学校・団体：

-（R3）→ 累計22校・団体（～R7）

◆ 出前講座受講者数：

-（R3）→ 累計延べ1,755人（～R7）

◆ イロハモミジの植樹：-（H26）→ 累計235本（～R6）

◆ ブナの植樹：-（H26） → 累計120本（～R7）

◆ 西行桜の森の植樹：-（H27） → 累計840本（～R7）

（桜の樹の本数：5,652本）

▌認知度向上・地域活性化

日本農業遺産認定による効果

農業遺産の価値の伝承地域住民の理解向上の取組

地域活性化に向けた取組

子どもたちやボランティアによる森林保全

• 生母生産森林組合といわて生協が「コープ
の森づくり活動」の契約を締結し、イロハモミ
ジの森やブナの森づくりを実施

• 西行法師の歌に詠まれた桜の景観を復活さ
せるため、地元の小学生等の桜の植樹によ
り「西行桜の森」を再生

• 地元の小中学校や高校、地域団体等を対象
とした出前講座を行い、農業遺産の認定内
容や歴史、価値等について理解を促進

• 地域内で受け継がれてきた農林業の知恵や
地域文化の継承のため、高校生による「聞き
書き」を実施

• 地域の生活文化にまつわる防災、減災への
対応を明らかにするため、地域住民の協力
の下、大学生による生活史調査を実施

▲地域活性化フォーラムの開催

▲子供たちによる下草刈り

▲出前講座への出張

例：農業遺産認定後の効果や認定
後に始めた取り組みについて、項
目ごとに分類して記載してくださ

い。

※本様式は例であり、項目や配置、デザイン等は
適宜変更いただいて構いません。

• 棚田及び景観の維持に向け、若者有
志がオーナー制を導入し、地域内外か
らの参加者により、棚田での稲作を継
承、交流人口を拡大

• 束稲山を中心とする山々への来訪者数
の拡大に向けた山道整備や、山ツツジ
の再生、地域おこし協力隊によるフット
パスイベント、都市農村交流推進団体
によるトレイルラン等の地域交流イベン
トを開催

• 地域特産品の販売促進に向けた、地
域の経営者や事業者による販売会を
実施

▲高校生による聞き書き

▲フットパスイベント

▲トレイルランの開催

▲オーナーによる棚田の田植え

▲小学生による桜の植樹

▲大学生による生活史調査



重要な湿地環境である水田は、
生物多様性の保全に貢献し、自
然と共生する農業を実現してい
ます。

「やませ」による冷害や洪水、
渇水が頻発する三重苦の自然条
件下で、農家主体の水管理体制
によって巧みな水管理がなされ
てきました。

平成２９年３月認定

世 界 農 業 遺 産
平成２９年１２月認定

日 本 農 業 遺 産

～厳しい自然環境が
洗練された農業システムをつくりあげた～

宮城県大崎地域は、東北の太平洋側に特有の冷たく
湿った季節風の「やませ」による冷害や地形的要因
による洪水や渇水を克服するため、水路やため池
などの水管理のシステムが発達しています。
厳しい農業条件の中で育まれた豊穣を祈る農耕儀礼
などの農文化や、「居久根（いぐね）」と呼ばれる
屋敷林などの景観が特徴です。

巧みで重層的な水管理

農業と結びついた
伝統的な農文化

豊かな農村景観

生活の知恵が詰まった屋敷林
「居久根」と水田、水路が織り
成す独特の農村景観が形作られ
ています。

水源地である奥羽山脈の山々への
民間信仰、豊穣への祈りや感謝を
表す農耕儀礼・民俗芸能、餅食な
どの郷土食を生み出しました。

生物多様性を育む
持続可能な水田農業

宮城県大崎市
色麻町
加美町
涌谷町
美里町

なびれぬまゆうすいち

江合川鳴瀬川

太平洋

北西風
奥羽山脈

北上高地

蕪栗沼遊水地
名鰭沼遊水地

品井沼遊水地

酒造・みそ
やませ

流域全体に広がる水管
理基盤（取水堰、隧
道・潜穴、ため池等）

なびれぬまゆうすいち

かぶくりぬまゆうすいち

しないぬまゆうすいち



• 世界農業遺産認定により明確化された価値を
魅力的に発信し、多様な資源を巡るツーリズム
を核として交流人口拡大

▌次世代への継承

 豊饒の大地「大崎耕土」世界農業遺産ブランド認証件数：‐(H28)→407件(R3)→521件(R4)

→736件(R7)
 ６次産業化商品の開発件数:-(H28) →19件(R2) →7件(R4)→16件(R7)

 伝統野菜の栽培面積：0.2ha（H28）→0.64ha (R2) →0.74ha（R4）→1.55ha（R7）
 CSA交流人口： ‐(H28) →460人（R2）→846人（R4）→3,719人（R7）

 新規就農者数(認定後５年累計）：39名（H28）→194名(R2)→357名（R4）→414名（R7）
 農業大学校・農業高校等への世界農業遺産に関する講義：7件(R3)→36件(R4)→14件(R7)

 生きものモニタリング手法普及（米ブランド認証農家）： ‐(H28) →378件（R3）→443件（R4）
→428件（R7）

 有機JAS認証取得面積： 190ha (R2) →185ha(R4) →204ha(R7)

 栽培技術講習受講者数：-（H28）→2,419人(R2) →3,186人（R4）→10,388人（R7）
 田んぼダム実施面積：357ha（R3）→892ha（R4）→2347ha（R7）
 おおさき生きものクラブ参加者数：169人（H28）→280人（R3） →165人（R4）→397人（R7）

 語り部育成人数： - （H28）→ 48人（R3）→142人（R4）→567人（R7）
 食文化普及イベント参加者数： 588人 （R3）→1,907人（R4）→10,834人（R7）
 農耕文化の担い手間の交流機会の創出: ‐ (R2)→3回(R4)→1回(R7)

 世界農業遺産「大崎耕土」副読本配布部数（累計）: ‐（H28）→13,000部(R4)→13,983部(R7)

 居久根に対する保全支援件数： 3件(R3)→8件（R4）→9件（R7）
 企業等による居久根保全件数： ‐(R3)→2件(R4)→1件(R7)
 GIAHSツーリズム参加者数: ‐(R3)→317人(R4)→545人(R7)
 おおさきGIAHS・SDGｓパートナー登録件数：-(R3)→37件(R6)→57件(R7)

▌農林水産業の振興

世界・日本農業遺産認定による効果

知識システムと農耕文化・価値観の継承

フィールドミュージアム構想の推進

農業と生物多様性の共生

• 環境負荷の軽減や生物多様性の保全を進める
ため、水田の土着性天敵等を活用した有機栽
培技術等の普及拡大

• 人材育成の推進による農業の知恵の継承と価値
の共有

• 自然共生型農業の拡大による農業生物多様性
の保全上の効果を評価し、水田をはじめとする
湿地生態系の価値を共有するモニタリング調査
手法を普及促進

• 深水管理や堆肥による土づくり等伝統的な農法
と水管理技術継承

• 地域が育むストーリーに共感し、「自分ごと」とし
て捉える企業や関係人口を創出

▌ランドスケープの保全
と活用

• 豊饒の大地「大崎耕土」世界農業遺産ブランド
認証制度による世界農業遺産の保全と活用に
向けた価値の明確化

• 認証品の特長や特性をしっかりと伝え、地域内
外の消費者の共感を得ることで、販路拡大

ブランド認証制度による価値の共有と
持続的農業の推進

• 地域の子供が参加するプログラムを実施すること
で、農業システムと地域環境を支える人々の営
みの価値継承

農業システムを継承する取組

▲ブランド認証品カタログ

未来に伝え、支える人材の育成

• 新規就農者へのフォローアップ、各種支援制度
の情報提供や多様な人材との交流を通じて、
農業の担い手確保

• 田んぼダムなどグリーンインフラを活用した取組
推進により、自然災害に対する農村防災力向上

• 都市部の住民との交流を通して、互いの顔の見
える関係を構築し、消費者と農村コミュニティ、
農家が支えあうCSA (Community  Supported 
Agriculture)の実践拡大

▲米ブランド認証農家による
モニタリング調査

▲多くの鳥たちでにぎわう
水路と水田

▲現代版巧みな水管理
「田んぼダム」

▲おおさき生きものクラブの活動

▲「居久根」の保全活動

▲おおさきGIAHS・SDGsパートナー



紅花

キャベツ

紅花生産・染色用加工
システム

山形県最上川流域の紅花生産は、室町時代末

期以来約450年の歴史を有しています。

当地域では、古来より紅花と他作物を輪作し、

複合的な土地利用を行い、一輪ずつ手作業で

収穫し、染色用原料「紅餅」に加工します。

栽培から加工までの一連の技術が継承されて

おり、現在でも紅花は地域において重要な位

置づけにあります。

本紅（口紅用）米沢織

当地域の「紅餅」は、日本の伝統的な装束や神事
に使われる赤色の染色用原料として用いられたほ
か、19世紀から続く日本古来の化粧紅の原料とし
て現在でも使い続けられています。

気候や地形を活かした経営

地域固有品種「もがみべにばな」
当地域で現在栽培されている紅花の染色用
品種「もがみべにばな」は、長い期間かけ
て選抜・自家採種され、湿潤な気候に適応
してきた地域固有の品種です。

トゲが特徴の「もがみべにばな」

～日本で唯一、世界でも稀有な紅花生産・染色用加工システム～

歴史と伝統がつなぐ 山形の最上紅花

紅花に育まれた文化

伝統的な「紅餅」加工技術

染色用原料
「紅餅」

山形県山形市
米沢市
酒田市
天童市
山辺町
中山町
河北町
白鷹町

生産者は最上川水系の
肥沃な土地や豊富な水
資源、霧の発生しやす
い地形等を生かして紅
花を栽培しています。

連作障害回避のため、複
数の農作物を組み合わせ
た複合経営を営み、収益
性を高めてきました。

収穫適期の花の摘み取
り作業は、トゲが柔ら
かい明け方に花弁を一
輪ずつ手作業で摘み取
ります。

摘み取った花びらは江
戸時代から継承される
伝統的な技術により、
染色用原料「紅餅」に
加工されます。

川霧

えだまめ
キャベツ

せいさい
蕎麦

紅花

秋～冬

輪作

二毛作

平成31年２月認定

日 本 農 業 遺 産



• 各地イベント・施設での紅花飾花

• 紅花を使ったお菓子等の開発

• 商談会への出展による販路の拡大

• 中山間地域での紅花による景観の観光への活用

• 熟練者「紅花マイスター」による新規生産者への技
術指導

• 栽培拡大拠点圃の設置や作付け支援による栽培
面積の拡大

▌地域振興・魅力発信

▌次世代への継承

▌環境保全
 紅花生産者数 ：118名（H29） →178名（R５）

 紅花栽培面積：769a （H29） →1,011a（R５）

 生産マニュアル作成： - （H29） →１冊（R５）

 生産者組織の増加：14組織（H29） →16組織（R５）

 紅花栽培の教育場面での活用： - （H29） → 73校（R５）

 研修会への参加人数： 37名 （H29） →95人（R５）

 摘み取りボランティアの参加人数： 178名 （H29）→179名（R５）

 紅花読本の作成： ： - （H29） →２冊

 農福連携による新たな主体の参画誘導： - （H29）→４件（Ｒ５）

 景観形成面積： ： 400a （H29）→558a（R５）

 紅花を利用した商品開発： - （H29）→23件（R５）

 新たな需要先の開拓：52社（H29） →58社（R５）

 地域直売所との連携： - （H29） →4件（R５）
 地域文化財を活かした紅花産地の再生： - （H29）→１か所（R５）

 有用な昆虫類の生息環境の維持・拡大：769a（H29）→1,011a（R５）

 希少な紅花遺伝資源の保存： 50種 （H29）→50種（R５）

 「もがみべにばな」採取・育種策環境の整備：１系統（H29）→1系統（R５）

▌紅花生産の拡大

日本農業遺産認定による効果

紅花の伝統的文化価値の共有染色用紅花生産・加工者の維持・拡大

染色用紅花の新たな需要先の開拓
生物多様性を支える仕組みや取組み

• 中山間地域での輪作による景観形成

• 昆虫調査による生物多様性の継続的な
モニタリング

• 紅花の遺伝資源を集めたジーンバンク
の運営

• 地域の小中学校における体験学習の機会創出

▲紅花羊羹(ようかん)

▲小学生の紅花栽培体験

• 染色用紅花生産・加工者の維持拡大のため、
生産工程管理のマニュアルを作成

• 小学生向け「紅花栽培リーフレット」の制作

• 高校生等による探求学習の支援

• 一般市民向けの紅花栽培体験・染色体験等による普及啓発活動

• 農福連携の推進

▲染色向け品種「もがみべにばな」

▲生物多様性モニタリングの様子

▲ミツバチ類の訪花

▲生産工程管理マニュアル（左）

 紅花生産者数 ： 118名（H29） → 180名（Ｒ７）

 紅花栽培面積：769a （H29） → 9.9 ha（Ｒ７）

 生産工程管理マニュアル整備： - （H29） → １件（Ｒ７）

 生産者組織の増加：14組織（H29） → 14組織（Ｒ７）

▲紅花マイスターによる技術指導
• 輪作体系の実証展示圃の設置等、栽培拡大拠

点圃の設置や作付け支援による栽培面積拡大

• 熟練者「紅花マイスター」による新規生産者へ
の技術指導

• 染色用紅花生産・加工者の維持拡大のため、
生産工程管理のマニュアルを作成し、技術習
得を支援

• 耕作放棄地などを活用した鑑賞・観光展示圃場
の設置により、紅花を作付けしながら農地を管
理する取組みを推進

 観光紅花畑の作付面積： ：4 ha （H29）→ 5.2 ha（Ｒ７）

 紅花を利用した商品開発： -  （H29）→ １件（Ｒ７）

 新たな需要先の開拓：52社（H29） → 47社（Ｒ７）

 地域直売所との連携：- （H29） → ５件（Ｒ７）

• 紅花を使ったお菓子等の商品開発の取組拡大

• 「乱花」や「紅餅」からとれる紅色素を活用する
食品産業との連携や鑑賞用切花を各地のイベ
ントや施設において飾花

• 紅花の開花・収穫や紅花まつりの時期に直売所
施設との連携推進を図り、販路を拡大 ▲直売所と連携した紅花染め体験

• 一般市民向けの紅花栽培体験・染色体験等
による紅花文化の普及啓発活動

 紅花栽培の教育場面での活用： - （H29） → ５１校（Ｒ７）

 一般向け紅花講座への参加人数： 37名 （H29） → ６名（Ｒ７）

 摘み取りボランティアの参加人数： 178名 （H29）→ 1,074名（Ｒ７）

 小中学生一般向け冊子作成： - （H29） → ２冊（Ｒ７）

 農福連携による新たな主体の連携事例：- （H29）→ ３件（Ｒ７）

▲障がい者による花摘み作業

• 多様な主体が参加可能な摘み取りボランティア
の受入れ体制を作り、収穫時の労働力を確保

• 小学生向け「紅花栽培リーフレット」の制作

• 農作業を担う新たな主体の参画につながる農福
連携の推進

• 紅花交易で隆盛を誇った地域文化財の旧家及び
それを取り巻く紅花畑等観光資源の活用を推進

• 有用な昆虫類調査による生物多様性の継続的な
モニタリング

 地域文化財を活かした紅花産地の再生： - （H29）→ １か所（Ｒ７）

 有用な昆虫類の生息環境の維持・拡大： 7.7 ｈa（H29）→ 9.9 ha（Ｒ７）

 希少な紅花遺伝資源の保存：50種 （H29）→ 50種（Ｒ７）

 「もがみべにばな」採種・育種環境の整備：１系統（H29）→ １系統（Ｒ７）

ミツバチ類

• 「もがみべにばな」の優良系統の選抜等、紅花品
種の保存と育成した品種の原々種生産の体制を維
持する取組を推進

• 気候変動や生態系の変化に対応するための紅花
の遺伝資源を集めたジーンバンクの運営 ▲遺伝資源保存のためのほ場



一軒あたり約5ha

令和５年７月認定
世 界 農 業 遺 産

平成２９年３月認定
日 本 農 業 遺 産

「武蔵野の落ち葉堆肥農法」は、江戸の食料需給に応える
ための1600年代の江戸時代の本地域の開拓に遡ります。
開拓時、栄養分が少なく、水に乏しいなど農業を行うには
非常に厳しい自然条件の本地域において、「屋敷地・畑地・
平地林」を計画的に配置し、その平地林の落ち葉を堆肥化
し、畑地にすき込み土壌改良を行うことによって、生産性
が高い畑地を生みだし、安定的な農産物の栽培を可能に
したのが「武蔵野の落ち葉堆肥農法」です。

多福寺
冬になると地域内各所で落ち葉堆肥の原料
となる落ち葉掃きが行われる。

市民参加の落ち葉掃き

武蔵野地域は埼玉県南部
首都東京から30km圏内の大都市近郊
川越市・所沢市ふじみ野市・三芳町の３市
１町からなる地域です。

平地林
約2ha

畑 地
約2.5ha

平
地
林
の
落
ち
葉
を
堆
肥
化

堆
肥
化
さ
れ
た
落
ち
葉

武蔵野の落ち葉堆肥農法

都市への
食料供給

大

都

市

東

京

都市住民による
落ち葉掃き

首都東京から
３０㎞圏内

大都市近郊の
農業遺産

開拓農民の心の拠り所である菩提
寺の多福寺

落ち葉掃きなどの平地林の管理が、
希少な動植物が暮らす環境を生み
出している。

キンラン（絶滅危惧二類）

落ち葉堆肥により栽培される多種多様な農産物

落ち葉掃きなどの平地林の管理が、希少な動植物が暮らす環境を生み
出している。

平地林から集められた落ち葉は土壌微生物
などの力により１～２年かけて堆肥となる。

屋敷地
約0.5ha



世界農業遺産・日本農業遺産認定による効果

実践農業者認定制度
落ち葉サポーター制度

実践農業者補助金制度

世界農業遺産武蔵野落ち葉堆肥農法
推進協議会が伝統的農法である落ち
葉堆肥農法を実践している農業者を
認定する制度。

平地林の落ち葉掃きにかかる
人手不足を解消を目的とした、
多様な主体が気軽に参画でき
るための人材バンク制度。

実践農業者に対して、クマデ購入な
ど平地林の管理費用など農法を保全
するために必要な補助金を交付する
制度。

▌伝統的農法の発信・交流

大都市近郊の農業遺産の重要性を世界に向けて発
信し、国内及び海外からの視察を受け入れている。

同時期に世界農農業遺産に認定された
韓国ハドンとの交流。令和７年度には、
お互いの地域の中学生との交流をはじ
め、伝統農法の農業者による意見交換
会が開催された。

実践農業者数 ７３軒 落ち葉サポーター数 178人▌伝統的農法の維持

視察数（令和3年度～令和７年度） ８７団体1,100人

都市近郊の農業遺産の課題や解決策をお互いに
共有し、学術的、農業的及び文化的交流をはじめ
多角的な連携を密接に図ることで都市型の農業遺
産の重要性を世界に向けて発信し、共に保全活動
を推進するために令和元年に共同宣言を行った。

中国の世界農業遺「宣化のぶどう栽培の都市
農業遺産」との 『都市型農業遺産「宣化・武蔵野」
共同推進宣言』

令和８年３月末時点

韓国の世界農業遺産認定地域
ハドン郡との交流事業

実践農業者補助金補助のべ件数 69件
（令和5年度～令和7年度）

クマデ

ハチホンバサミ

国内外からの視察受入

様々な世代への農法の周知

世界農業遺産「武蔵野の落ち
葉堆肥農法」を様々な世代に
伝えるため、小学生対象の学
校農業塾、親子向けの農業遺
産農業塾を開催している。

小学生対象の農業塾

韓国ハドンとの交流事業「お互いの地域の農業者による意見交換会」

実践農業者認定証授与式



令和５年１月認定

日 本 農 業 遺 産

当地域は関東平野を流れる「荒川」右岸に位置する
なだらかな丘陵地域であり、低地を流れる河川から
水を引くことが難しく、谷筋ごとに多数のため池
（谷津沼）を築くことで農業用水を確保してきまし
た。天水のみを水源とする農業システムは、今なお
貴重な生態系や文化を守り育んでいます。

農業生物多様性

少量多品目自家消費型農業

作成様式
（1P目）

国指定天然記念物ミヤコタナゴ

国蝶オオムラサキ

閉鎖的な水系は、
生物多様性の保全に
も貢献しています。

米作りを
中心にゆる
やかな斜面
を活用した
適地・適作
の農業形態
となってい
ます。

基本単位は「谷津」にある

谷津の数 ≒ 谷津沼の数
（ため池）

350 箇所以上

谷津沼農業システムとは？
丘陵の浅い谷に展開する、ため池、水田、畑、住宅、
神社等で構成される農業（土地利用）システム。こ
の全体を谷津（やつ）と呼んでいます。

・沼を囲む、集水範囲の『雑木林』

・谷頭部に築かれた『谷津沼』

・沼の下流域の『谷津田』

・沼水を利用する農家住宅

・谷津田を望む斜面の農地

▲谷津田米

⑬



▌次世代への継承

■４つの重要性

１.天水と地形に基づいた『谷津沼かんがいシステム』

２.地域に根付く『少量・多品目・自家消費型農業』

３.谷津沼独自のコミュニティ『沼下』

４.地域における『生物文化多様性』

日本農業遺産認定による効果

地域の農業遺産の未来へ向けて

適地適作による少量・多品目・自家消費型農業

▲耕うん

■食農のはじまり（耕うん）から終わり（食べる）までを小学生みんなが体験

例：農業遺産認定後の効果や認定後
に始めた取り組みについて、項目ごと

に分類して記載してください。

※本様式は例であり、項目や配置、デザイン等は
適宜変更いただいて構いません。

▲田植え ▲稲刈り ▲天日干し・脱穀 ▲給食に谷津田米

～食農教育とパートナーシップ～

■パートナーシップによる沼下単位の『谷津沼ビジョン）の検討

▌農林水産業
比企丘陵の天水を利用した谷津沼農業システム

“生きた”システム遺産として未来への価値継承

日本農業遺産登録を
契機に

①
②

③

④

谷津沼

地元の小学生は、耕うんから、自分
たちが作ったお米を給食で食べる
までの体験学習を行っています。
また、近郊の大学に協力いただき、
学社連携によって沼下単位の谷津
沼将来ビジョンを検討しています。

【江戸時代】 ※「武蔵國郡誌」より整理・抜粋

少量・多品
目を活かした
直売所販売

【現在】※食料生産だけでも100品目以上

米作りを中心に「農閑余業」によって
暮らしを支えてきた少量・多品目・自
家消費型農業は、今もなお現在の兼
業農家へと受け継がれています。
農業遺認定を契機に、販売促進、認
知度の向上に向けた取り組みを進め
ています。



果樹農業システム

日本の多雨・湿潤な
気候で、ブドウを安
定的に生産するため
に400年以上前に開
発された技術。

～先人の工夫と努力が育んだ独創的な果樹農業システム～
峡東地域は、日本のブドウ栽培発祥の地とされ、ブドウ

の「甲州」は、平安時代には栽培されていたとも言われ

ています。また、モモ、スモモ、カキなども少なくとも

100年以上前から栽培され、江戸時代から果樹の産地と

して知られていました。扇状地の傾斜地に適応するため、

甲州式ブドウ棚と疎植・大木仕立てなどの技術が生み出

され、こうした技術を伝承し、匠の技による高品質な果

実や加工品を安定的に生産し、収益性の高い農業を確立

しています。

甲州式ブドウ棚

明治初期には「甲州」
などのブドウでワイン
醸造を開始し、現在で
は峡東地域に60軒を超
えるワイナリーが存在。

ワイン醸造

ワイン醸造や観光利用

江戸時代に宿場町とし
て栄えた甲州市勝沼町
において、往来する旅
人に対し、特産のブド
ウや加工品等を販売し
たことから始まり、現
在では国内外から多数
の観光客が来訪。

観光果実園

伝統的な知識

農業生物多様性

枯露柿は、「甲州百目」と呼ばれる峡東地
域の在来品種の渋柿を原料として作られる
干し柿で、皮むき、縄がけなど数多くの工
程が伝統的な加工技術として継承。

枯露柿の生産

自生する草種を利用した草生栽培

作成様式
（1P目）

山梨市
笛吹市
甲州市

傾斜地での雨水による土壌流亡防止や土壌
への有機物補給などの効果とともに、植
物・昆虫が生育できる多様な環境をつくり、
果樹園の生物多様性に寄与。

伝統的果実加工

令和４年７月認定
世 界 農 業 遺 産

平成２9年３月認定

日 本 農 業 遺 産



▌地域の伝統的な知識システム

▌農業生物多様性

▌文化、価値及び社会組織

▌食料及び生計の保障

世界・日本農業遺産認定による効果

担い手の育成

・ 担い手の確保・育成に係る研修（果樹農業技術研修） 843回/年（R6）

ブランド化の強化、消費拡大

・ 消費拡大に向けたＰＲ活動 28回/年（R6）

新たな加工品の開発

・ 新たな加工品の開発 累計7件

例：農業遺産認定後の効果や認定後
に始めた取り組みについて、項目ごと

に分類して記載してください。

※本様式は例であり、項目や配置、デザイン等は
適宜変更いただいて構いません。

知識システムの伝承

・ 果樹農業技術研修 843回/年（R6）

・ 甲州式ブドウ棚掛けワークショップの開催

・ 農業遺産セミナーの開催 等

多様な果樹の栽培

・ 多様な果樹の品種・系統の維持 300種以上

草生栽培と生物多様性の維持

・ 果樹園での草生栽培の実践

環境に優しい農業の推進

・ 環境保全型農業の実践

・ ＧＡＰ認証取得者数 累計73団体

子どもたちへの伝承

・ 農業遺産副読本の配布、農業体験の促進

若手農業者組織の活動促進

・ 若手農業者組織の支援 6組織

多様な主体の参画促進

・ 農泊等グリーンツーリズム取組

4取組/年（R6）

・ HP 、Instagram等による情報発信

・ 観光との連携（モニタリングツアー実施等）

▌ランドスケープ
ランドスケープを維持する活動の推進

・ 保全活動組織 累計108組織

・ 保全活動進捗状況のHPでの公開

・ フォトコンテストの開催

ベテランによる若手の育成 高品質な果実 多様な果樹栽培 草生栽培が育むたくさんの生き物

農家を対象とした技術研修

棚掛けワークショップ 農業遺産セミナー 副読本の配布 枯露柿作り体験

春の桃源郷 地域住民による保全活動

ブドウ棚が織りなす風景



わさび栽培システム

平成30年３月認定

日 本 農 業 遺 産
平成29年３月認定

世 界 農 業 遺 産

わさび栽培は、今から400年以上に現在の静岡市で始
まったとされています。また、1892年頃には現在の伊
豆市で、棚田状の階段構造を持つ「畳石式わさび田」
と呼ばれる独特な栽培方法を確立しました。
日本の固有種であるわさびを、「畳石式わさび田」で
農薬や肥料を極力使わず湧水に含まれる養分を利用し
て栽培する伝統的な農業を継承しています。

生物多様性を育む農法

作成様式
（1P目）

優れたランドスケープ

畳石式わさび田和食に欠かせない食材

わさびは日本の固有種です。根茎部分をすり
おろすと清涼感のある辛味が生じるため、鮨、
刺身、そばなどの薬味として、古くから和食
に欠かせない食材となっています。

わさび田は山間地の森林に溶け込み、四季を
通じて優れた景観を生み出します。

下層に大きな岩を敷き詰め、上層へ徐々に小
さな石を積み上げ、表層には砂礫を敷く複層
構造に豊富な水をかけ流すことで、水温の安
定と養分や酸素を供給し、一年を通して高品
質なわさびを生産することができます。

急峻な地形の山間地にあって、水の流れを緩
やかにするわさび田は、多くの水生生物が繁
殖する場を提供しています。

ハコネサンショウウオ



継 承 保 全 連 携
わさび苗の安定供給
担い手の確保

・県試験研究機関による効率的な

苗生産技術の開発、実証普及

・下等田でも生育旺盛な新品種の

育成

・若手生産者に対する築田技術

研修会の開催

 （R2累計:7回→R6累計:14回）

・JA、各市町、生産者と連携した

担い手の育成支援

生産と景観の両立

地域の保全意識醸成

・景観に配慮した生産資材の

導入検討

（R2累計:３件→R6累計:７件）

・生産者による河川清掃等の保全

活動の実施

（R1 12件→R6 14件）

・専門家による生物多様性調査の

実施（１回/年）

・地元小学校と連携した収穫体験

等校外学習の実施（５件/年)

企業等との連携

本県産わさびの認知度向上

・協議会ロゴマークの制作

・「静岡水わさびの逸品」認定制度

の創設

・賛助会員制度の活用

（R2 6社→R6 17社）

・地元観光事業者やジオガイド等と

連携したわさびのＰＲ

・協議会ＨＰによる情報発信

・他認定地域と連携したイベント

出展

世界・日本農業遺産認定による効果（取組状況）



平成２９年３月認定
日 本 農 業 遺 産

～地域の特性を巧みに活かし
伝統産業を未来へ繋ぐ ～

現在の長岡市と小千谷市にまたがりかつて二十村郷
と呼ばれたこの地域は、標高５００ｍほどの山間部に
集落が点在する日本有数の豪雪地帯であり、「錦鯉発
祥の地」として知られています。
この厳しい環境のなか、血縁集団「マキ」を中心と

した地域コミュニティにより、横井戸の掘削や棚池に
よる雪解け水を貯水・活用する技術が継承され、稲作
や養鯉に必要な「水」を確保するための伝統的な水利
システムを確立しています。

棚池による雪解け水や天水の貯水、
またはそれらが地下浸透した水を横
井戸により活用するなど、特徴的な
水利システムが受け継がれています。

新潟県中越地域

養鯉稲作 かつて食用として飼育されていた真鯉
から突然変異により出現した泳ぐ宝石
「錦鯉」。発祥の地として絶大な人気
を博し、地域の一大産業へと発展しま
した。

山間地特有の昼夜の寒暖差を活かし
た良質米や、休耕田を活用した酒米
を生産しています。

耕作放棄される農地を棚池に転換す
ることで、地域の生物多様性と美し
い景観が守られています。

▲地形を活かした棚田での耕作

▼伝統的水利システムにより潤う
棚田棚池の景観は日本屈指

▲休耕田の棚池化
▲渇水時のため池としての活用

棚田米、錦鯉の
ブランド化

▼四季折々の景観

地域の特性を活かした稲作

景観

生物多様性と景観の保全 伝統的な水利システム

泳ぐ宝石「錦鯉」発祥の地

水利

出典：aff2024年4月号

豪雪、中山間
など不利な
条件を活かし

良好な循環をもたらす
稲作・養鯉システム

お ぢ や し



 牛の角突き（観光客数）

20,500人（H28） →22,200人（H30）

 山古志角突き女子部員

 40人（H29）→70人（R５）

 闘牛オーナー制度

 ３１人（H30）→32人（R2）

豊かな地域資源を活かしながら農業と養鯉業を
発展させ、地域ブランドを確立

▌「棚田棚池」景観保全の推進

日本の原風景で、棚田棚池が折り重なる曲線が
四季折々の景観を創出、棚田棚池の混在景観は
日本屈指の風景

▌錦鯉の魅力を国内外に情報発信

 錦鯉出荷金額

 2,653,715千円（Ｈ28）→3,124,894千円（Ｒ５）

 長岡うまい米コンテスト入選（最優秀賞）

 同地域産が受賞（Ｒ元、R２、R４）

 一等米比率（平場地域と比較）

 85％（平場地域平均58％）

 県錦鯉品評会入場者数

1,229人（H29） → 1,382人（Ｒ５）

 錦鯉品評会シーズンの外国人宿泊者数

13,518人（Ｈ30） → 20,830人（Ｒ元）

 外国人品評会出品者数（出品数）

43人60出品（Ｈ28） → 72人112出品（Ｒ５）

 各国大使館への錦鯉寄贈

10大使館（令和５年度現在）

▌稲作・錦鯉の生産振興興

日本農業遺産認定による効果

雪の恵みと地形が織りなす生業が進展

農業、養鯉業の躍進により好循環をもたらす
ブランド化による養鯉業の更なる振興、認知度
の向上、他の錦鯉産地との差別化

伝統技法、伝統文化などを伝承、晴れの舞台
の創出、主要な観光資源としての活用

「錦鯉発祥の地」という優位性や国魚「錦鯉」の
魅力を積極的にＰＲ

 中山間地域直接支払面積

132.4ha（H28） → 135.6ha（Ｒ元）

 養鯉池保全面積

 239ha（H29） → 260ha（Ｒ５）

 棚田棚池景観を活用したイベント 

なし（H28） → ３催事（Ｒ５）

中山間地域という立地的に不利な環境を逆手に
とった生業

伝統行事として新たな魅力の創出

錦鯉発祥の地であることを積極的にＰＲ

▌地域に守られ引き継がれてきた伝統文化

特徴的な社会組織である「マキ」、本家、分家
関係で結ばれた血縁集団の存在

農業生産条件の不利な中山間地域の活動支援
棚田棚池の適正な利用状況を把握

鳥獣被害の軽減など波及効果が期待



山々や水田、沿岸部の「魚つき保
安林」から流れ出る雨水や雪解け
水は、栄養塩類を海にもたらし、
豊かな漁場を育んでいます。

令和３年２月認定

日 本 農 業 遺 産

資源や環境にやさしい氷見の定置網漁業は、400年以
上前から農林業や地域の文化、経済、信仰、祭礼な
どと深く関わりながら、地域の基幹産業として地域
を支えています。

五穀豊穣や大漁、安全などを祈
願するため、市内各地で獅子舞
が行われています。

農林業とのつながり

伝統的な祭礼定置網漁業システム
漁業と農業の相互作用平地の少ない中山間地域

稲作農業

農業者による
陸と海との

繋がりを守る活動

藁：網材

地域住民：他産業への労働・
資本の投入

鰯：肥料

漁業者による
森と漁場を守る活動

海外への定置網の技術と
経営方法の伝播

多様な農業特産品

定置網漁業が育む
豊かな食文化

定置網漁業

網の入口が常に開いており、入っ
た魚の３割程しか取らないことか
ら、定置網漁業は海洋資源の保護
につながる環境にやさしい漁業で
す。

漁港から定置網が敷設された漁場
までが近く、沖合で取れた魚をす
ぐ水氷で締めることで、魚が新鮮
な状態で出荷されています。

地域を支える定置網漁業

定置網に適した広い大陸棚と
豊富な漁業資源をもたらす深い海底谷



• イタセンパラの保護と保全の推進

• トンボの生息数の回復

→トンボの生息数回復を目指し、地域の自然や
 環境への理解を深める場として、「親子トンボ
教室」や環境保全活動を実施

• 十二町潟オニバスの自生回復への取組み

• 氷見沿岸域の生物多様性の保全に向けた活動

▌ランドスケープの保全

▌次世代への継承

▌文化、価値観

 乱橋池周辺での保全活動、親子トンボ教室の開催数：7回/年 （R5）→ 7回/年（R7）

 十二町潟オニバス発生地でのオニバスの自生：実績無し（R4）

 →発生地で１株自生（種子からの発芽・開花）（R7）

 藻場の環境保全活動の回数：17回/年（R5）→21回/年（R7）

 氷見市漁業文化交流センター年間入館者数： 65,586人 （R4）→ 70,502人（R7）

 氷見市立博物館年間入館者数： 5,306人 （R4）→ 7,240人（R7）

 外国人技能実習生受入人数： 6人/年 （R3）→ 8人/年（R7）

 棚田地域での独自の取組件数： 2件/年（R4）→ 5件/年（R7）

 ハトムギオーナー数：14人/年（R4）→ 18人/年（R7）

 棚田オーナー数： 31人/年（R4）→ 41人/年（R7）

 各種林業体験への参加者数： 128人/年 （R4）→ 381人/年（R7）

 氷見の食文化に関する料理教室などの開催数：11回/年 （R4）→ 36回/年（R7）

 食に関するイベントの開催数：3回/年 （R4）→ 3回/年（R7）

▌農業生物多様性の保全

日本農業遺産認定による効果

定置網漁業の普及と次世代への継承農業生物多様性の保全の取組み

ランドスケープの保全と活用 郷土愛の醸成と食文化の継承

• 定置網漁業の市内外への普及

• 定置網漁業の海外への普及

• ふるさと教育を通した農林水産業の普及啓発

• 氷見地域日本農業遺産をマンガで紹介する冊子

 「定置網漁業は 氷見の宝物」の配布

▲日本の棚田百選に認定された
「長坂の棚田」 ▲魚のさばき方を学ぶ料理教室

▲外国人実習生の受入れ

▲国の天然記念物「イタセンパラ」
（左：メス、右：オス）

• ふるさと教育による郷土愛の醸成

• 食育の推進

→保育園や小学校で、氷見産の食材を使った
料理教室を実施

• 食に関するイベントの開催

→「ひみ食彩まつり」、「ひみぶりフェア」、「氷見
三昧」などのイベントの開催により食文化を発
信

• 棚田地域の環境保全活動

• 各集落の棚田保全・活用

→長坂地区で田植えや稲刈りなどの農作業を体
験する「棚田オーナー事業」を、細越地区で
は種まきや刈取りなどの農作業を体験する
「ハトムギオーナー事業」を実施

• 林業を担う人材の育成・確保
▲棚田オーナーによる田植え

▲郷土料理「ぶり大根」

▲冊子「定置網漁業は氷見の宝物」



平成31年2月認定

日 本 農 業 遺 産

三方五湖は、福井県の西部に位置し、若狭町と美浜
町にまたがる面積約11km2の５つの湖（上流から三
方湖、菅湖、水月湖、久々子湖、日向湖）から成り
ます。それぞれ水深や塩分濃度などが異なり、湖の
環境に合わせた独特の漁法が育まれ、 400年以上の
長きにわたり漁業が営まれてきました。漁法のルー
ルを設け、漁業組合間の取り決めによって漁業資源
が守られています。

冬に竹竿で水面を叩いて、湖底で
じっとしているフナやコイを驚か
し、刺し網で獲る漁法

狭いところに隠れるウナギの習性
を利用して、沈めた筒に自ら入っ
たウナギを獲る漁法

熊手に似た手掻きの漁具「じょれ
ん」で、幼い貝をふるい落とし大
きい貝のみを獲る漁法

里山管理のため伐採された枝を束
ねた「柴」でエビや小魚を獲る漁
法

たたき網漁
【三方湖】

ウナギ筒漁
【三方湖・水月湖・菅湖・久々子湖】

柴漬け漁
【三方湖・水月湖・菅湖・久々子湖】

シジミ漁
【水月湖・菅湖・久々子湖】

汽水湖沼群漁業システム

里山資源の循環利用

里地での漁業と
梅栽培の複合経営

漁業を支える豊富な魚種

・淡水と海水とが混ざり合い
互いに影響し合う５つの湖と海

・湖ごとに異なる水深や塩分濃度

・それぞれの湖で独特の漁法

・淡水魚から海水魚まで多様な魚
種が生息

・複合的な農業生物多様性

日本海

久々子湖
く ぐ し こ

日向湖
ひるがこ

三方湖
みかたこ

菅湖
すがこ

水月湖
すいげつこ



▌観光・地域活動

▌食料及び生計の保障興

日本農業遺産認定による効果

生物多様性の保全活動の推進

• 塩分濃度の異なる湖の資源を活用し、継続的
な漁業活動の推進

• シジミの漁獲量の増大を目指し、浅場の造成
を実施

• 湖産物のブランド化を推進

• 水稲・梅栽培の複合経営により収入のリスク分
散

▌次世代への継承

▌生物多様性の推進

観光への活用や地域活動の推進

• 子供たちへの理解促進のための漁業体験と
して、シジミの採取体験、コイ、フナのたたき
網漁体験、ウナギ筒漁体験を開催

• 企業と連携した体験会を実施し、周知啓発活
動を推進

• 地域内での伝統漁法や湖産物のPRを実施

• 育成田による多様な魚種の育成を推進

• 生物多様性の保全に向けたコンクリート護岸
から自然再生護岸への再整備

• 外来種の生息状況のモニタリング、漁業等
への被害状況の把握を行い、対応種に応じ
た防除手法の確立等を推進

 浅場造成面積：26,250m2（H30）→45,353m2 （R7）

 物産展等での伝統食のPR回数：0回（H30）→4回（R7）

 新規調理レシピ作成数（累計）：0品（H30）→12品（R7）

 伝統漁法体験受入団体による漁業体験実施回数（累計）：0回（H30）→52回（R7）

 伝統漁法に関する資料等の作成：紹介動画（H30）→漁具製作の継承動画作成（R4）

 伝統漁法についての企画展示（累計）：0回（H30）→12回（R7）

 学校給食での湖産物提供回数：1回/年（H30）→10回/年（R7）

 直売所、レストラン等の拠点整備（累計）：0か所（H30）→2か所（R7）

 釣り客数：579人（H30）→916人（R7）

 湖産物の取扱店舗数：8店舗（H30）→13店舗（R7）

 専門家のアドバイスを受けて新たに開発した商品数（累計）：0品（H30）→12品（R7）

 三方五湖一斉清掃開催数：4回（H30）→4回（R7）

 自然護岸の整備か所数（累計）：7か所（H30）→27か所（R7）

 水田での稚魚育成尾数：23,800尾（H30)→35,124尾（R7）

 育成田数：6か所（H25）→9か所（R7）

 地域住民による外来種駆除数：1,002匹（H30）→6,313匹（R7）

漁業による将来的な安定 伝統漁法技術の継承

• コイ、フナ、シジミ等の食材を活用した新メ
ニューの作成を推進

• 地域内での湖産物消費の推進

• 釣り客やファミリーレジャー拡大による地域
収入の増加

• 三方五湖を美しく守る活動の継続



鳥羽・志摩地域には、リアス海岸を特徴

とした豊かな自然と美しい景観が残され

ています。陸域からの栄養は海に流れ込

み、外海域の豊かな藻場では海女漁業が

1200年以上前から営まれ、内湾域では豊

富な植物プランクトンを利用して真珠養

殖業が営まれています。

2016年に開催された伊勢志摩G7サ
ミットで提供された真珠のラペルピン
には伝統技術で生産された真珠が使
用されています。

英虞湾のリアス海岸と真珠養殖の風景は
地域の重要な景観資源です。

伊勢神宮との関わりも深く、熨斗鮑と真
珠は伊勢神宮への重要な献納品です。

豊かな藻場では素潜りでアワビやサザエ
などを漁獲する海女漁業が営まれており、
地域の女性の働く場所となっています。

持続的漁業を実現する
里海システム

鳥羽市

志摩市

藻場・干潟の再生
環境負荷の低減
資源の管理・漁場の
持続的利用

豊かな藻場・水産物
豊富なプランクトン

内湾域：真珠養殖業

外海域：海女漁業

陸域 海藻等の
肥料利用

□象徴的なランドスケープ
□観光・輸出産業
□地域の祭と伊勢神宮

栄養供給

資源循環への
配慮

志摩半島 英虞湾の風景
（写真提供：一般財団法人伊勢志摩国立公園協会）

自然と人間との共存関係の次世代への継承

美しい景観

情報発信

伝統漁業の継承

文化の形成

里海
□伝統的漁業

平成29年３月認定

日 本 農 業 遺 産



▌観光連携 ▌次世代への継承

▌海女漁業・真珠養殖業

・アワビ生産額（三重県）：約3.3億円（H24-28平均）⇒約2.5億円（R4-R6平均)

・真珠生産額（三重県）：約27億円 （H24-28平均）⇒約37億円 （R4-R6平均）

・クロアワビ種苗生産数：84千個（H24-28平均) ⇒202千個（R4-R7平均)

・海女もん年間売り上げ：2,280千円（H28) ⇒3,576千円（R4-R7平均）

▌里海の保全、景観保全

【生産物の収益拡大、高付加価値化・ブランド化】

・海女漁業漁獲量向上のためにアワビ種苗放流に取り組
んでいます。また、海女漁獲物ブランド「海女もん」の普及
啓発等は販路拡大につながっています。
・真珠養殖業においては、国内外からの視察の受け入れ、
展示会での真珠PRおよびイベントでの真珠PRを通じ、三
重県産真珠の魅力を発信しています。

・藻場造成面積：5.86ha（H28）⇒52.3ha（R7）

・真珠養殖副産物（アコヤガイの貝肉）の堆肥化地区数：-（H28)⇒7地区（R7)

・海女小屋等の整備：-（H28）⇒43（H29-R7）

・海女小屋体験利用者数：6682人（H28）⇒11,385人/年（R4-R7平均）

・真珠養殖場見学ツアーの受け入れ：23人（H28) ⇒33人/年（R5-R7平均）

・一般向け真珠講座の受講者数：166人（H28) ⇒706人/年（R5-R7平均）

・海女及び真珠関連の祭行事の開催件数：海女22件、 真珠1件（R7)

・真珠塾による後継者育成：累計0名（～H28) ⇒累計9名（～R7)

・漁師塾による後継者育成：累計5名（～H28) ⇒累計8名（～R7)

【保全活動の活性化】

・生物多様性の保全を図るため、近年減少してい
る藻場の造成等に取り組んでいます。

・真珠養殖業においてこれまで未利用であった貝
肉の堆肥化に取り組んでいます。

【祭事の保全、担い手への技術支援】

・地域の祭りには自然への感謝、豊漁や安全への願
いが存在し、海女や真珠養殖業者が中心的な役割を
果たしています。

・海女漁業、真珠養殖業ともに高齢化が進行しており、
技術を継承していくため、後継者育成に取り組んでい
ます。

日本農業遺産認定による効果

【観光客増加、ツアーの実施】

・海女漁業と真珠養殖業は、里海の漁業として、

地域固有の美しい景観や豊かな生物多様性の

保全、文化の形成にも貢献しており、観光業等

の多くの地域産業を支えています。



一般的なヒノキの植栽本数の倍以上、6,000～
10,000本/haの密植を行い、枝打ち技術を駆
使し、無節や上小節といった良質な心持ち材
を生産してきました。

平成２９年３月認定

日 本 農 業 遺 産

三重県尾鷲市・紀北町では、痩せ地で樹林の生長が

遅いという不利な条件を逆手に取り、苗木を密植し

間伐を繰り返すことで、高品質なヒノキを生産する

技術が発達しました。古くから森と海とのつながり

を意識し、生物多様性にも配慮した森林管理が行わ

れてきました。

林業活動がもたらす生物多様性

沿岸部は魚つき林として保護してきており、当
地域の豊かな漁業資源の保全・維持に大きく貢
献しています。

強く美しいヒノキの育林システム

ヒノキを活かす技と知恵

尾鷲ヒノキの持つ、年輪が緻密で油脂分に富
み、強く美しいという特徴を最大限生かすた
め、最も価値が高くなるような丁寧な製材を
行う技術が培われてきました。

世界遺産“熊野古道”の石畳の両側に林立するヒ
ノキ林は地域固有のランドスケープを形成して
おり、景観的にも歴史的にも、重要な地域資源
となっています。

歴史と伝統を有する尾鷲ヒノキ

お わ せ 三重県

尾鷲市・紀北町

優れたランドスケープと熊野古道



• 「尾鷲ヒノキ」ブランド認定要綱作成や「尾鷲ヒ
ノキ」ブランドマークの作成などブランド力強化
の取組実施

• 公共建築物や住宅への木材の率先利用
（R6:住宅新設1棟、リフォーム11棟、
公共建築物・施設９施設)

• 県内外大規模市場における特別市の実施
（R6：4回）

▌知識・技術の継承 ▌地域との連携▌尾鷲ヒノキの需給拡大

日本農業遺産認定後の主な取組状況

伝統技術の継承と後継者育成尾鷲ヒノキの付加価値向上・供給体制強化 地元の人・文化・自然とのつながり

• PR用のパンフレットやWEBサイトの作成

• FSC認証森林の増加による生物多様性の確保
（H28：4,477ha→R6:10,007ha）

• 次世代への伝統的尾鷲ヒノキ林業の森林教育
（R6：161人）

• 間伐材等のアオリイカの産卵床への有効活用
（R6：17箇所)

• 尾鷲ヒノキをフィールドとした観光イベント
（R6：1,175名）

• 木と触れ合う機会（クッブ競技）の普及
（R6：203名参加）

• 日本農業遺産「尾鷲ヒノキ林業」マニュアル
作成

• 尾鷲ヒノキ林業の普及・啓発に向けたモデル
林の整備
（R6：44ha実施）

• 優良なヒノキ苗の生産体制の強化
（H28：11,310本→R6：70,000本）

「尾鷲ヒノキ」
ブランドマーク

公共建築物
（尾鷲市役所）

木質化の
実施

福祉関係者と連携した苗木生産

アオリイカの産卵床への間伐材等の利用

尾鷲ヒノキ
林業

マニュアル

熊野古道等をフィールドとした観光イベントの実施



令和４年７月認定
世 界 農 業 遺 産

平成３１年２月認定
日 本 農 業 遺 産

伝統的な「待ちの漁法」

伝統的な食文化と祭り

水源林の保全

千年以上の歴史を持つエリ漁は琵琶湖を代
表する漁法であり、ツボと呼ばれる部分に
入ってきた魚を必要な量だけ漁獲します。

湖魚に安全な繁殖の場を提供する「魚のゆりか
ご水田」の取組や、化学合成農薬・化学肥料を
減らす「環境こだわり農業」を実践しています。

山に木を植えて育てることが洪水や渇水を
防ぐことに役立つほか、河川を利用する魚
たちを守ることにもつながります。

湖魚をご飯に漬け込んで発酵させる保存食
「なれずし」は、贈り物や神社のお供え物
にも使われてきました。

多くの在来魚が生息する琵琶湖では、湖辺の水田に湖魚

が遡上し、人は農作業の傍ら湖魚を捕獲する待ち受け型

の漁法を発展させてきました。漁法の代表格はエリ漁で

あり、水産資源の保全に配慮する社会的な仕組みととも

に、現代に受け継がれてきています。また、多様な主体

による水源林の保全や、琵琶湖の環境に配慮した農業な

ど、水質や生態系を守る人々の取組、森・里・湖のつな

がりは、世界的に貴重なものです。

滋賀県
全市町

魚のゆりかご水田、
環境こだわり農業



▌観光

▌次世代への継承

▌生物多様性の推進

▌農林水産業

世界・日本農業遺産認定による効果

 オーガニック米栽培面積：
146 ha （H29） → 325ha （R７）

オーガニックの拡大による「環境こだわり農業」の深化

• 水稲県育成品種「きらみずき」を中心としたオーガ
ニック近江米の面積拡大のほか、オーガニック栽
培の安定生産技術の普及や指導者の育成、有機
JAS認証の取得支援などを実施

地域資源の持続可能な活用･保全を促進するための観光産業との連携

• 観光関連事業者との連携により、世界農業遺産を
感じられるコンテンツの創出やPRに取り組むととも
に、ビワイチ※を通して周遊観光を促進

※琵琶湖および県内観光地を自転車で周遊すること

 都市農村交流体験施設登録数：
０件（H28） → 102件（R７）

農山漁村におけるアグリツーリズムの推進

• 農家を対象に研修会を実施し、農泊推進に関す
る講演を行うほか、ホームページ「グリーンツーリ
ズム滋賀」にコンテンツを掲載。また、県の観光施
策「シガリズム」においても琵琶湖システムの体験
コンテンツを紹介

 実施学校数：
うみのこ 237校（H28） → 233校（R７）
やまのこ 235校（H28） → 234校（R７）
たんぼのこ 203校（H28） → 201校（R6）

子どもたちへの理解促進

• 県内小学生を対象に「琵琶湖システム」の主要
な構成要素を体験する学習プログラムを実施。
ほぼ全ての学校で取組が継続

 出前講座の実施回数：0回（H28） → 40回（R７）

「琵琶湖システム」出前講座の実施

• 「琵琶湖システム」を次世代に継承するため、
学校を中心に、企業や団体等への出前講座
を実施

 「魚のゆりかご水田米」の認証組織数：
6組織（H28） → 18組織（R7）

多様な主体が連携する「魚のゆりかご水田プロジェクト」の取組拡大

• 推進団体として「琵琶湖とつながる生きもの田
んぼ物語推進協議会」を組織。また、取組の
情報発信のための研修会や交流会を開催

 外来魚生息量：1,131トン（H28） → 358トン(R６)

外来魚駆除

• 効率的な駆除に取り組むための外来魚駆除
対策検討会を開催。また、県と滋賀県漁業協
同組合連合会が連携し、漁業者による外来魚
駆除を進めるとともに、釣り人による外来魚駆
除も実施

学習船「うみのこ」

生きものが賑わう魚のゆりかご水田

刺網による外来魚駆除

「きらみずき」のパッケージ

 活動をPRする森林づくり団体数（県内累計）：
80団体（H28） → 171団体（R７）

協働による森林づくり

• R4全国植樹祭を契機とした森林づくりの機運醸成
や「やまの健康推進プロジェクト」の推進等による企
業・団体等への積極的なPRを実施

令和４年全国植樹祭

ホームページ「グリーンツーリズム」

ビワイチの
ロゴマーク

小学校での出前講座



本地域では、水不足を克服するために稲作をしない

犠牲田を設け、湿田での黒大豆の栽培を可能にする

「乾田高畝栽培技術」が生み出されました。灰小屋

で粗朶や落ち葉を焼いて作る灰肥料の使用や、地域

内に多くあるため池には希少な両生類等が生息する

など、農の営みの中で自然環境が守られています。

令和３年２月認定

1730年の料理本「料理網目調味抄」に「黒豆
丹州笹山よし」と記された丹波篠山の黒豆は、
300年をの時を経て代表的な黒豆として高く評
価され、全国的な広がりを見せています。

湿潤・重粘土な水田を乾かすために畝
を高くする「乾田高畝栽培」は極大粒
の黒大豆に適するよう進化を重ね、現
在に至るまで受け継がれています。

～ムラが支える優良種子と家族農業～

犠牲田を掘り上げて畑地化する「堀作」
は、集落での話し合いのもと順番が決め
られ、協働の風土が生まれました。

1871年に波部本次郎が「波部黒」を育種し
て以来、在来種の中から優良な種子が選抜
育種され、現在では農家と行政が連携して
持続的な生産を行っています。

犠牲田（堀作）から生まれ、
受け継がれた栽培技術と協働の風土

日 本 農 業 遺 産

丹波篠山市

ムラぐるみの「堀作」

伝統方式「乾田高畝栽培」

優良種子の選抜･生産方式

300年の歴史

ほりづくり



▌人材育成

▌次世代への継承

▌生物多様性の推進

▌農林水産業

日本農業遺産認定による効果

 優良な種子の安定供給：3.2トン（R7）
 病害による収量減対応に向けた研修会の実施：3回（R7）

丹波黒の保護と活用

• 高品質の黒大豆を安定的・持続的に生産できるよう、生産者、試験研究機関、
県等と連携して、種子の備蓄や耐病性品種の普及などの仕組みづくりを進め
ている

 衛星等を活用したモニタリング情報を基にした栽培情報の発信：8回/年
 農業用機械の共同購入組織数（集落農業守り隊）【累計】：108組織（R7）

黒大豆生産の効率化

• 労働力を補完する生産体制を構築できるよう、栽培機械やICT活用の導入を
進めている

 新規就農者数【累計】：72人(R7)
 特別栽培講座の実施：1回/年

新規就農者の研修及び受入れ支援

• 後継者を確保するため、JA、市、県が連携し、農業後
継者や新規就農希望者を対象とした研修会や新技
術習得支援、研修受け入れ農家の斡旋等を実施

既存の農業者以外の方の農業参画

• 農業遺産に関する情報発信により、観光体験や農業ボランティア活動、生産
物の購入など様々な関わりのきっかけが得られ、地域の魅力を理解し関心を
もつ関係人口が増加している

 丹波篠山暮らし案内書を利用した移住者 82件/年(R6)

交流活動を通じた景観保全

 黒大豆「丹波黒」の総合学習出前講座：1回/年(R7)
 伝統的な食文化や農耕に関連する祭礼の継承：4回/年
 日本農業遺産「丹波篠山の黒大豆栽培」の情報発信：4回/年

子どもたちに伝える黒大豆や地域の歴史

• 小学生を中心に、黒大豆栽培の技術や歴史を副読本
やマンガで分かりやすく伝えるとともに、総合学習などの
時間を使って農家や市職員の出前授業を実施

 里山や農地の生態や多面的機能の保全についての研
修会の実施：4回/年

 多面的機能支払い交付金事業に取り組む集落数：202
集落

農業生物多様性に対する理解の醸成

• 生きもの観察会や里山、ため池、農地などが持つ
多面的機能に関する研修会の開催

 環境配慮型農業の普及面積：355ha(R7)
 みどり認定農業者数：8戸（R7）

環境配慮型農業の推進

• 生きものや環境に配慮した生産方式を推進し、良
質な食料の持続的な生産を推進

▲いきいき農村女性
オペレータースクール

▲小学校での出前講座

▲農都のまほろば水路

▲生産者と一緒に生
きもの調査を行う

• 関係人口の中からも移住定住の相談が増えている

 地域ぐるみの農地保全活動組織数（草刈り隊）：24地区
 大学と連携した起業講座(イノベーターズスクール)受講者【累計】：299人(R7)

• お試し移住やこれまでの移住者の事例を発信。移住してきた住民が、いっしょに
なって地域を支える取組みを進めている

• 多面的機能支払い支払い交付金を活用した丹波
篠山らしい農村の維持

• 高騰する農業機械の入れ替えに対応するため、共同購入組織への購入支援
を実施している



南あわじ市

令和３年２月認定

日 本 農 業 遺 産

南あわじ地域では、水・農地に恵まれない島という環境で

効率的な水利用や資源循環、独創的で伝統的な栽培技術を

開発しました。水稲・たまねぎ・畜産の生産を小規模集落

内で連携させたシステムにより、大きな病害もなく、持続

可能な農業を展開しています。

南あわじ地域に点在するたまねぎ小屋は、
夏の乾燥した自然の風を利用した伝統的
な乾燥貯蔵技術である「吊り玉」を実施
する施設です。

淡路に合った品種の選抜を繰り返し、大正
時代に「淡路中甲高黄」が誕生しました。
現在、国内の秋まきたまねぎの約90％が本
種由来の品種となっています。

瀬戸内気候のため降水量が少ない当
地域では、ため池や河川、3,000km
を超える水路網などの表層水と湧水
や井戸水などの地下水を組み合わせ
た灌漑システムが発達。管理運用は
伝統的な管理組織「田主（たず）」
が担っています。

水稲からの稲わらを飼料として乳牛
に与え、その牛糞を堆肥化して土壌
改良を行う耕畜連携・循環システム
が確立されています。

南あわじにおける
水稲・たまねぎ・畜産の生産循環システム

高度な灌漑システム

耕畜連携

たまねぎ小屋

たまねぎの品種改良



日本農業遺産認定による効果（取組状況）

広報

エコバック・のぼり・クリアファイル・パンフレットの作成

生産振興・ブランド化

循環型農業

南あわじ地域は、タマネギ、レタス、キャベツ、ハクサイなど露地野菜の生産が盛んな地域です。この
地域農業を支える根幹が、水稲とたまねぎ、畜産とを組み合わせた生産循環システムです。堆肥を散布
し、有機物を混ぜることで土壌を活性化させ、さらに夏場の稲作で水を張ることが土壌消毒になってい
ます。南あわじ市ではこうして連作障害を防ぐ仕組みができており、100年以上続く農業システムに
なっています。

南あわじ産米粉

南あわじ地域では、南あわじ産の米粉を
使用した様々な商品開発が進んでいます。
昨今ではパンやケーキ、麺など米粉の利
用の幅が広がりつつあります。

淡路島カチョカヴァロ

淡路島産の新鮮で上質な生乳と藻塩を原
材料として使用した「淡路島カチョカ
ヴァロ」。ミルクのコクと優しい塩味が
チーズの旨味を引き立てます。

南あわじ地域の農業遺産をPRするため、地域の伝統芸能で
ある人形浄瑠璃とコラボしたポスターやクリアファイル、
マンガでわかるパンフレットやエコバック等を作成。大学
での講義、イベントや地域の会合などで配布しPRを行って
います。

淡路島たまねぎ

「淡路島たまねぎ」は120年を超
える栽培歴史を誇る淡路島ブラン
ドを代表する作物です。2010年
には地域団体商標として登録され
ました。店頭に飾るポップ、たま
ねぎを入れるネットなどに「淡路
島たまねぎ」の商標を表示するよ
うにし、ブランドの認知度向上に
取り組んでいます。

地元大学での講義で説明・配布 農業遺産PRツール



令和５年７月認定

世 界 農 業 遺 産

平成31年２月認定

日 本 農 業 遺 産

山深い地域

牛は家族

山深い地形の美方地域は、昼夜の寒
暖差が大きく、夜露が頻繁に発生す
るため、夏でも良質な草が育ちます。

但馬牛を家族のように大切にしてき
ました。現在も変わらず１頭１頭大
切に飼育されています。

遺伝の法則を知らなかった時代か
ら、良い母牛がよい娘牛を生むこ
とに着目し「蔓牛（つるうし）」
という血統集団が谷ごとに作られ
ました。
明治31年には各村役場に牛の戸籍
である「牛籍簿」が作られました。
これは和牛登録システムの元祖と
なっています。

香美町
新温泉町

全国に先駆けて牛籍簿を整備し、地域内の血統にこだ

わった和牛改良を行うことで、独自の遺伝資源が保全

されてきました。但馬牛の飼養は、地域の草原や棚田

の維持、農村文化の継承にも貢献しています。

優良牛保存システム



▌観光

▌次世代への技術継承

▌環境創造型農業の普及

▌但馬牛の生産振興

世界・日本農業遺産認定による効果

 肥育牛頭数 1,027頭（R５） →1,075頭（R７）
 登録牛 2,006頭（R５） →2,108頭（R７）
 1戸平均飼育頭数：28.0頭（R５） →31.6頭（R７）

但馬牛を中心とする生業の維持発展

• 子牛生産数及び子牛市場上場頭数を増加させ、「神戸ビーフ（但馬牛）」の供給
量を増加し、但馬牛のブランド力を更に向上

 但馬牧場公園入場者数： 92,377人（R５） →185,610人（R７）

 観光入込数： 1,863千人（R５） →2,199千人（R６）

但馬牛への理解の醸成と交流の推進

• 但馬牛誕生の歴史や但馬牛文化を広く発信し、地域での価値観を向上させる
とともに、精肉販売やレストランでのメニュー提供により但馬牛の魅力を発信

 研修会の開催回数：

５回（R５） →６回（R７）

 子牛品評会、共進会の開催回数：

４回（R５） →４回（R７）

次の世代へと受け継がれていく持続的な地域のシステム

• 世界的に特色のある遺伝資源を守り、地域の農地、農村環境、草原、多種
多様な生物資源を保全

栽培面積

 かにのほほえみ米： 6.1ha（R５） →7.4ha（R８）

 コウノトリ育むお米：6.0ha（R７） →7.2ha（R８）

「人と環境にやさしい農業」の普及

• 地球環境や生物多様性に配慮した「人と環境
にやさしい農業」を普及し、安全で高品質な農
産物を生産する環境創造型農業を推進し、良
質な食料の持続的な生産を推進

 近交係数：25.9％（R４） →26.0％（R７）

• 遺伝的多様性の維持、希少系統の維持

但馬牛の放牧

但馬牛の調理 但馬ビーフ（JAたじま提供）
コウノトリが飛来した田
（JAたじま提供）

堆肥散布

但馬牛の測定

 堆肥散布面積（町補助事業分）：0.4ha（R5）

→1.2ha（R７）



兵庫県北播磨・六甲山北部地域の酒米栽培は、寒暖差の
大きい気候や粘土質土壌など気候風土を活かした営み、
伝統と技術、江戸時代以来の酒造家との歴史的連携によ
り、地域に根差した農業技術と酒造文化が現代の「山田
錦」へと受け継がれ、酒米産地としての特性と伝統的生
産システムを支えています。

【東西に広がる谷による長い日照、大きな日格差】
都市化が進むなかで清酒の歴史とともに残る、貴重な
酒米産地です。

神戸市
三田市
猪名川町
西脇市
三木市
小野市
加西市
加東市
多可町

気候風土
「酒米買うなら土地見て買え」

技と情熱
「倒して倒さず」

酒米の価値
「酒米の王者」

【土地の価値の評価】
神戸層群をはじめ、肥料持ち、根ハ
リがよい粘土質の地質、酒米生産に
適した土壌が分布しています。

昭和13年(1938)における村米格付表

土壌標本

ため池と希少生物

【ため池灌漑等による米づくり】
ため池による水管理、ほ場内水路(おいて)の設置等、農業生産技
術や地域農業の営みにより生物多様性が育まれています。

鳥居米の史料と焼き印

【酒造の歴史とともに発展した酒米生産】
江戸時代に播磨国の一部を領地としていた
「鳥居氏」は気候風土に合わせた稲作改良
に注力し、この地域全体の酒米は「播州鳥
居米」と称されていました。

おいて

【村米制度】
地域と酒蔵との長期的協働は、地域農業の継
続性、酒造業の品質確保など、申請地域が有
する顕著な普遍的価値です。

【栽培技術】
江戸時代から窒素
分をコントロール
する栽培技術が用
いられていました。

検見

農事試験場(戦前) 酒米試験地

【全国唯一の酒米専門研究機関】
「山田錦」は兵庫県で初めて交配育種法で育成された水稲品種
で、103年前の大正12年に交配され、90年前の昭和11年に品種
認定されました。

種子生産システム

【「山田錦」本来の特性を守り続ける酒米生産】
「山田錦」の生産は全国に広がっていますが、育種家種子から
厳格に管理・増殖された種子供給、種子更新の徹底により、品
種特性を維持した種子が生産・供給されているのはこの地域だ
けです。

青 ：水田
赤 ：人口構造物
黒線：申請地域

衛星土地利用図(2022)

加古川河口

姫路

六甲山

伊丹

灘五郷

［摂津米］

［大坂米市場］

令和７年１月認定

日 本 農 業 遺 産



• 酒造家に求められる品質の維持と需要
を満たす生産量の確保

• 国内外の消費者に向けた情報発信の
強化による兵庫県産「山田錦」のブラン
ド力向上

▌地域振興

• 田植えや収穫などの体験型イベントに加え、山田錦、日本酒の魅力を発信で
きるイベントを開催し、消費者の酒米生産に対する理解促進と、生産者・消費
者間の交流機会の創出

▌次世代への継承

 「山田錦」流通充足率（暦年）：101.3％（R6）→100％

 種子更新率（暦年）：100％→100％

 農業遺産に関する広報誌作成：0回→１回（R8）
 「山田錦」を軸にした講義等の実施数（年度）： 5回（R6）→ ５回

 日本酒需要喚起型イベント開催・出典（年度）： ４回(R6)→４回

▌食糧及び生計の保障

日本農業遺産認定による効果

地域振興イベントの実施

• 山田錦の語り部等による、学校教育や体験学
習を通じた酒米生産の知識・歴史文化の継
承と次世代への普及啓発の推進

• 地域コミュニティと連携した魅力発信による幅
広い世代への理解醸成と地域ぐるみの酒米
文化継承の推進

学校や地域コミュニティと連携した普及啓発の実施

▲生産体験型イベント「二十歳の山田錦物語」

▲伝統芸能「鬼太鼓」

▲地域振興イベント「山田錦まつり」

▲地元中学校での出前授業

▲「山田錦」の登熟した稲穂

持続可能な酒米生産

▌生物多様性の保全
遺伝資源の確保と種子更新の徹底

• 「山田錦」の種子生産体制の維持により、地
域の持続的な「山田錦」生産を通じた農業
活動による生物多様性の保全

• 水田や水路、ため池等の耕作や管理作業
など、農業の営みによって維持される環境
の保全

農地維持と多面的機能の保全

 種子更新率（暦年）： 100％(R6)→100.0％

 多面的機能支払交付金活用組織数（年度）：436団体（R6）→436団体

▲採種ほ場

▲水生生物が集まるほ場内水路「おいて」



中山間地の狭小な谷間地域で、稲わらや籾殻、但馬
牛の堆肥を主とする地域資源を活用した循環型農業
が営まれ、伝統野菜「岩津ねぎ」等が栽培されると
ともに貴重な生物多様性が育まれています。

資源循環型農業

伝統種子の継承

・病害虫のまん延防
止のため、団地化を
避けた栽培が行われ
ている

生物多様性の保全

・ウスバシロチョウ
に代表される多種多様
なチョウ類や特別天然
記念物のオオサンショ
ウウオやコウノトリな
ど生物多様性の保全へ
とつながっている

＝伝統種子の継承と地域連携による里地里山保全＝

但馬牛の堆肥や稲わら、
籾殻などの施用など地
域資源を活用した循環
型農業を実践している

・江戸時代後期に生野
鉱山従事者の冬期の食
料確保のため、九条系
ねぎが栽培されたこと
が始まり
・時代に適応した品種
改良を行うとともに、
生産組合が原種及び配
布用種子を生産してい
る

パッチワーク状の
景観形成

令和７年１月認定

日 本 農 業 遺 産



• 有機堆肥の利用拡大により、持続的な土づくりと地域資源循環を強化

• コウノトリ育む農法の拡大により、生きものと共生する営農を推進

• ウスバシロチョウ、特別天然記念物オオサンショウウオやコウノトリの生息環境に配慮

• 里地里山の景観と草原性生物の生育環境を保全

• 病害虫対策として、ねぎほ場を分散させる慣習を継承し、特徴的な景観を維持

▌次世代への継承

▌生物多様性の保全

 岩津ねぎ販売量： 184,946kg(R6) 

 観光客数： 1,882千人(R6)

 岩津ねぎ関連商品： 60品目(R6)

 新規就農者数のうち岩津ねぎの担い手： 14人(R6) 

 岩津ねぎ種子販売量： 18ℓ(R6)

 食育に関する勉強会： １回(R6)

 市土づくりセンター有機堆肥販売額： 10,867千円(R6) 

 コウノトリ育む農法生産面積： 75.2ha(R6) 

 農地保全活動： １回(R6) 

▌認知度向上・地域活性化

日本農業遺産認定による効果

小学校の総合学習、伝統行事、原原種更新などを通じて、食・農・
文化・種子を次世代へ引き継ぐ。

地元生協に加え、阪神間の大手百貨店での販売拡大や、11月23日
の販売解禁イベント、6次産業化商品開発を通じて、地域ブランドと交
流人口の拡大を進める。

国内で初めて世界農業遺産に認定された島の但馬牛の堆肥、稲わら、籾殻、茅を活用した資源循環型農業を継承し、パッチワーク状の農地景
観と生物多様性の保全を図る。

• 小学生を対象に「伝統野菜の歴史・栽培・調
理」までを学ぶ総合学習の実施

• 豊作を祝う「やっさ祭り」などの地域文化を継
承

• 兵庫県立北部農業技術センターと連携し、３
年ごとの原原種更新の継続

• 日本農業遺産認定を機にロゴマークを作成、活用し
たＰＲの展開

• 岩津ねぎの販路拡大と供給体制の推進

• 道の駅での解禁イベントで試食・限定メニュー販売
の実施

• 竹田城跡、生野鉱山、但馬牛など地域資源と連携
した観光振興

• 高校・食品メーカー・商工会等と連携した商品開発

▲環境保全活動 ▲オオサンショウウオ
コウノトリ
ウスバシロチョウ

▲やっさ祭り

▲特産品「岩津ねぎ」



「聖地高野山と有田川上流域を結ぶ持続的農林業システム」

多様な植物の育成・栽培

高野山に欠かせない仏花栽培 山上の聖地高野山

今も100を超える木造寺院がある高野山で、
建築資材として有用な針葉樹「ヒノキ、ス
ギ、コウヤマキ、アカマツ、モミ、ツガ」
を寺院の建築、修繕以外の目的で伐採する
ことを禁じ、必要な樹のみを択伐するとし
たのが「高野六木制度（こうやりくぼくせ
いど）」です。

＜高野六木制度＞

花木の栽培が禁止さ
れた高野山で、コウ
ヤマキは仏花として
使われてきており、
その栽培を行ってき
たのが花園地域です。
この花園の地名の由
来は、この歴史によ
るものとされていま
す。

平地の少ない清水地
域では、畦畔（けい
はん）を農地として
利用し、農作物や山
椒、紙の原料となる
コウゾなどを栽培し、
聖地高野山の生活を
支えてきました。

コウヤマキ

あらぎ島

高野町
かつらぎ町
有田川町

山上の聖地高野山では、永い歴史のなか、高地であ

るがゆえに落雷による大火が幾度も発生しており、建

築用材を永続的に自給するため、寺院の建築・修繕以

外の目的で伐採を禁じ、必要な樹のみを択伐するとし

たのが「高野六木制度」です。

また、高野山では、修業の場に相応しくないとして食

料や花木の栽培が禁じられていたため、高野山と繋が

る花園・清水地域では、仏花や多様な植物の栽培によ

り、高野山を永年にわたって支えています。

りくぼく

令和３年２月認定日 本 農 業 遺 産



• 「農業遺産シンボルマーク」を活用したPRを
展開

• 日本農業遺産認定を契機とし、販売戦略の
展開や６次産業化商品の開発・リニューアル

▌観光

• 高野山のゆったりとした森の息吹を五感
で感じる貴重な体験で多くの観光客を
集客

• 都市部で働く和歌山県出身者へ本シス
テムの魅力を発信。また、森林セラピー、
森林体験等でも本システムの魅力を発
信

▌次世代への継承

▌生物多様性の推進

 「農業遺産シンボルマーク」を活用したPR ： - （R２） → PR活動中（R７）

 高野山と山椒の結びつきに着目したプロモーション : - （R２） → リーフレット配布（R7）

 認知を契機とした新たな取組の展開 : －（R２） → コウヤマキのブランド化（R７）

 農林産物加工品の新開発・リニューアル ： - （R２） → ３品目（R３～R７延べ）

 地元-行政間の販売戦略会議の開催 ： - （R２） → １回/年（R7）

 森林セラピー、森林教室における本システムの魅力発信 ： - （R２） →103回/年（R6）

 「高野山語り部」による観光客への解説 ： - （R２） →多言語解説案内板の設置（R５）

 高野山観光情報センターでの情報発信 ： - （R２） →パンフレットの随時配布（R７）

 「VISIT KOYASAN Japan」でのPR ： - （R２） →２回/年（R６）

 協力店での「統一PRのぼり」の設置 : －（R２） → ３か所設置（R７）

 高野六木の森における生物観察会の開催 ： 30回/年程度（R２） → 103回/年（R６）

 地元住民を対象とした農業遺産シンポジウムの開催 ： - （R２） →１回/年（R６）

 地元小中学校・高等学校での出前授業 ： - （R２） →２校/年（R６）

 都市農村交流イベントでの説明 ： - （R２） →３回/年（R６）

 森林保全活動を行う集落数 : ７集落（H27） → １３集落（R６）

▌農林水産業

日本農業遺産認定による効果

関係人口増加に向けた取組本システムのストーリーを活かしたブランド化

本システムのストーリーを活かした観光・体験 生物観察会等の開催

• 標高1000ｍ付近に位置する高野地域の
森林は、高野六木制度によって守られ、
宗教的景観を守るとともに、多様な動植
物を保全

• 畦畔の農地利用により、生物多様性が創
出

• 子ども達に林業を知ってもらう林業教室を開催

• 竹トンボ、椅子などの様々な木工品の制作体験
や、紙すき、うちわ、あんどん作り体験の実施

• 京都大学フィールド科学教育研究センター和歌
山研究林による地元高校生を対象とした林業カリ
キュラム（ウッズサイエンス）の実施

▲木工体験

▲生物観察会

▲森林セラピー（森での阿字観）

阿字観：真言宗に伝わる密教の瞑想法で、
月輪の中の梵字「阿」を観想しながら呼吸と姿
勢を整え、地震と宇宙の根源的な仏性が本来
清らかであることを体感的に味わう修業

 農林大学校での栽培研修の実施 ： → ３回/年（R６）

 地元小中学校・高等学校での「出前授業」 ： －（R２） → ２校/年（R６）

 森林セラピー、林業教室等の開催 ： - （R２） → 103回/年（R６）

 森林環境境域の継続：大学でのウッドサイエンス科目の実施 → ６名（R３～R６延べ）

▲山椒の加工食品

あじかん



急傾斜かつ複雑に入り組んだ海岸線にかんきつの

段々畑が広がり、独自性の高い壮大な景観を形成し

ています。大消費地から離れた条件不利地でも、

「共選」組織等による戦略的な産地づくりにより、

全国トップクラスの生産量と品目数を誇っています。

平成31年２月認定

リアス海岸沿いに連なる急峻な山々に築かれた
段々畑は、自然美に人の営みが加わり、壮大で独
特な景観を形成しています。

未来に継承したい美しい段々畑

日 本 農 業 遺 産
～天と地と海が織りなす景観～

愛媛・南予の柑橘農業システム

かんきつ園地の周辺には約70種もの鳥類が
生息しています。石積は外来生物の侵入を防
ぎ、今では稀少となった日本固有の植物など
の保全機能があります。

石積みとかんきつ園地が育む
生物多様性

段々畑は「空からの太陽」「石垣か
らの反射光」「海面からの反射光」の
3つの太陽光を受ける恵まれた環境で
す。また、地元の漁業でとれた魚を肥
料として使い、畑の栄養を循環させる
持続可能な農業が行われています。

3つの太陽と資源循環

山からの

栄養塩

豊富な

水産資源

加工

魚肥を園地で

利用

宇和島市
八幡浜市
西予市
伊方町
愛南町

愛媛県南予地域



▌生物多様性の保全▌農林水産業

日本農業遺産認定による効果

(１)産地の実情に応じた新規就農者の確保・育成等
• 新規就農者の定着支援
• みかんアルバイターなど農繁期の労働力確保

(２)地産地消の促進と柑橘の消費拡大
• PR 動画の作成・配信や県内及び首都圏でのプロモーション
  やマルシェの開催など認知度向上に向けた取組実施
• みかんジュースの品評会を開催
• 柑橘を使用した6次化商品の推進

(３) 消費者との交流
        • 地域のお祭りやイベントを通じたPR

• 食育活動による地元消費促進
• 都市部でイベント実施

▌次世代への継承

□食育・消費拡大活動件数(累計)：761件(H30～R7)

□都市・消費者との交流：54件 (H29)→82件(R5)

□R7年度フォーラム参加者数：合計590名

□石積技術の調査・勉強会： 1件(H29)→70件(R7)

□景観保全勉強会： - (H29)→10件(R7)

□緑認定(エコファーマー)認定者：4人(H29)→71人(R7)

□水産エコ認証新規取得件数(累計)：7件(R5～R7)

□新技術や優良品種の開発・普及：- (H29)→25件(H30～R7)

□労働負荷軽減対策実施（ドローン等）： - (H29)→85件(R7)

□新規就農者数(累計) ：217人(H30～R7)

□担い手への支援件数(累計) ：202件(H30～R5)

□6次産業化ブランド産品開発件数(累計)：29件(H30～R7)

□農産物輸出回数(累計) ：59回(H30～R5)

(１) 地域住民主体の保全活動
•南予地域で生まれた「共選」、
「果樹同志会」等による生産技術
の指導、石積技術の伝承

(２) 里山の保全・再生
・GLOBALG.A.P を取得支援
・エコファーマ―認定支援

(１)次世代を担う若年者への支援

• 若手農家への研修プログラムや、
  小学校での栽培体験

• 地元児童・生徒を対象とした農業

遺産関連施設の見学ツアー

• 農業遺産や南予の柑橘農業システムを漫画形式の副読本を

  作成し、小学校の授業で活用

• 高校生を主体とした農業遺産に関するフォーラムを開催

マルシェの様子 愛媛南予の柑橘

フォーラムの様子



生物多様性ネットワーク

鉄穴流し由来の利水システム

のネットワークが多種多様な生

物や生態系を育む環境を形成

仁多米

鉄穴流し跡地を次から次へと

棚田に再生し、仁多米を育む

奥出雲のソバ(出雲そばの原点）

鉄穴流し跡地の痩せた土地にはまずソ

バを蒔き、山では焼き畑をしてきた歴

史が「出雲そば」のルーツとなる

特用林産（シイタケ）

たたら製鉄用の薪炭林から

シイタケ原木林へと転換

鉄穴流しの歴史

たたら製鉄の原料である砂鉄を

求めて切り崩された山々は放置

することなく農地へと再生される

ソバ栽培

森林を伐採した跡地で

在来種のソバを栽培

優れた利水システム

鉄穴流しのために導いた水路やため

池の利水システムが、農業用水路等

に利活用され現代に息づく

自然崇拝の信仰

荒神・山の神・縄久利神など

炭焼きの歴史

３０年周期の循環利用

（萌芽更新による再生）

シイタケ栽培

特異で優れたランドスケープ

鉄穴流しで残された残丘が点在す

る棚田、水路網、ため池など特異

な景観と優れた農業基盤を形成

山林放牧

代々受け継がれる土づくり

奥出雲和牛(仁多牛）

役牛として改良を重ね、耕

畜連携をしてきた歴史

マヤグロ

（牛糞堆肥）

ソバ栽培

ソバ畑

鉄穴流し

跡地にはソバなど

を蒔いて土づくり

鉄穴新田

土づくりが終

ると新田へ

（仁多米）

奥出雲地域は、日本古来の製鉄法「たたら製鉄」の
原料である砂鉄を採掘するため、山々を切り崩し、
その跡地を棚田に再生しました。痩せた土地でソバ
を栽培し、役牛の糞を利用した堆きゅう肥で土づく
りを行い、稲を栽培して食糧を増産しました。
現在、奥出雲では、たたら製鉄を通じてつくられた
農地、水路やため池を利用管理し、森林資源の利用、
耕畜循環による土づくりなどの知識技術を受け継ぎ、
資源循環型農業を行っています。

農業基盤として再利用
資源循環型農業

和牛の飼養によ
り畦畔草地の利
用、和牛堆肥を
施用した土づく
りを受け継ぎ、
持続性の高い耕
畜連携の農業が
営まれてきた。

資源循環型農業

現在も森林での
製炭、キノコの
原木利用、建築
用材として循環
的に利用し、保
全している。

森林の循環利用

奥出雲町

水路（井手）
砂鉄採取のた
めに導いた水
路は農業用に
再利用された。

ため池（堤）
谷川の水を集
めて貯水し、
安定的な水利
を可能にした。

棚田
砂鉄鉱山跡地
に拓かれた広
大な農地に水
が行きわたる。

鉄穴流し
（かんなながし）

かつて山を切
り崩して砂鉄
を水流により
比重選鉱した。

固有の農業景観

鉄穴残丘の小山
が点在し、墓地
や神木、祠が祀
られている。

令和７年８月認定

日 本 農 業 遺 産
平成３１年２月認定

世 界 農 業 遺 産



• 「仁多米」、「奥出雲和牛」、「ソバ」、「キノコ類」
の4品目を中心にブランド化を推進。奥出雲町
ふるさと応援寄附の返礼品として農産品の利用
実績を伸ばしている。

▌観光・交流・地域活動

• 農泊の取組は令和元年６月にスタート。農泊の
施設予約や体験活動の募集受付を町観光協
会が行い、利用者が増えている。田舎暮らし・
農業体験ができるメニューを増やして、棚田の
米づくり体験、郷土食のそば打ち、もちつきなど
体験型・滞在型の観光客が増えつつある。

▌教育・文化の継承

＜情報発信の取組＞

 農業遺産ロゴマークを農産品に貼付した販売促進・ＰＲ （Ｒ元年７月から開始）

 「日本農業遺産のまち」として ポスター、チラシ、新聞広告、ホームページ等で発信

 農業遺産プロモーションビデオの制作、動画配信による情報発信

＜活動の効果＞

 ふるさと応援寄附額：1.7億円（H28）→7.7億円（Ｒ6）

 集落農業を守る集落営農組織数70組織：現状維持

＜活動の効果＞

 地域住民主体（追谷集落）による棚田ライトアップイベントを継続して開催

 農泊施設：1施設（H30）→6施設（Ｒ7）、うち宿泊者数（6施設合計）：975人（R5）→1132人（R7）

 「新そば祭り」（H17～R1）をきっかけに、そば処として定着

＜活動の効果＞

 町内全小学校の６年生が鉄穴流しによる砂鉄の採取、燃料である木炭の製造作業や

たたら操業体験を通じて、たたら製鉄の優れた技術、棚田の成り立ちなどを学んだ。

 農業遺産に認定された内容をパネル等で紹介展示し、町内外のイベントで啓発した。

▌農業振興・ブランド化

日本農業遺産認定後の活動と効果

砂鉄鉱山を起源とする棚田と水路網の継承

都市農村交流の促進 ふるさと教育の推進（たたら学習・農業体験）

• 町内小・中学校の出前授業や子どもたちの
ふるさと学習として、たたら体験学習や農業
体験、伝統文化に触れ、郷土の愛着心を育
てる教育を学校と連携して実施している。

地域の産業・歴史文化の理解促進

• 農業遺産に関する内容や地域の歴史文化を
地域住民、農業者が理解を深めるため、パネ
ル展示等で紹介している。

• 新規就農者や後継者の相談・サポート体制を
構築。中山間地農業を支える集落営農組織の
支援や第３セクターの農業支援を継続実施。

担い手の育成・農業支援策

たたら製鉄とともに育まれた循環型農業

～自然と共生した農林業を未来につなぐ～ ブランド育成、高付加価値化による農業振興

地域資源を循環利用する農林畜産業
（森林の循環利用、耕畜連携の循環型農業)

稲作、和牛、森林利用による複合的農業
（仁多米、奥出雲和牛、ソバ、キノコ等の栽培)

• 新そばの時期は町内の蕎麦店に行列ができる
など、秋の紅葉にあわせ観光客で賑わう。

棚田ライトアップイベント
たたらの灯〔追谷集落〕

米づくり
体験

小学生による鉄穴流し体験〔鳥上地区〕

地元高校生による仁多米のハデ干し体験

農業遺産パネル展示の様子

そば打ち
体験• 在来種の「横田小そば」、「猿政小そば」の作付

奨励を行い、遺伝資源を保存している。



傾斜地農耕システム
縄文時代からの歴
史がある雑穀文化
は、現在でも日々
の暮らしに役立て
られています。

平成３０年３月認定

日 本 農 業 遺 産

地図

平成２９年３月認定

世 界 農 業 遺 産

にし阿波の
傾斜地農耕システム

にし阿波地域の山間部に点在している集落は、いずれ
も急峻な傾斜地に位置し、場所によっては斜度40度に
も及びます。この傾斜地を段々畑のような平らな面に
造成するのではなく、傾斜地のまま農耕を行ってきま
した。これにより培われた独自の技と知恵によって、
景観や食文化、生態系、農耕にまつわる伝統行事等が
守られ、400年以上にわたり継承されています。

種子が保存されてきたため、雑穀や野菜は
原種に近い希少なものとなっています。
カヤ場は人の手によって生物多様性が保た
れているため、希少な植物や昆虫等、多種
多様な動植物が生息しています。

にし阿波の傾斜地農耕システムを象徴する
コエグロは採取したカヤを円錐状に積み上
げて乾燥させたものです。カヤは肥やしに
なり、土砂の流出も防ぐ等、農耕に役立っ
ています。

ユネスコ無形文化
遺産（風流踊の一
つ）に登録されて
いる西祖谷の神代
踊やお亥の子さん
等の農業催事いっ
た伝統行事が受け
継がれています。

傾斜地で農耕生活
が営まれることで、
にし阿波ならでは
の景観が生まれて
います。

作成様式
（1P目）

人と環境が
調和した景観

風土に根付いた文化

伝統と自然を守る

生物と植物の宝庫

食と暮らしを支える



▌ 情報発信 ▌生物多様性・集落の保全

 ブランド認証件数：115件（R7年12月時点 ※R1年度より開始）  出前授業及び体験学習の件数（年間）： 11件（R1）→ 43件（R6）

 在来雑穀系統数（維持）：15種（R7年3月時点）

▌              にし阿波農業

世界・日本農業遺産認定による効果と取組

児童・学生へのSDGs教育

SNSを活用した認知度の向上

在来品種の保全

例：農業遺産認定後の効果や認定後
に始めた取り組みについて、項目ごと

に分類して記載してください。

※本様式は例であり、項目や配置、デザイン等は
適宜変更いただいて構いません。

農産物・加工品のブランド化

▌担い手づくりと啓発

「にし阿波の傾斜地農耕システム」を
体系的に地域の学校で教えることにより、
地域に愛着と誇りを持った次代を担う人材を育成している。

 公式Instagramのフォロワー数及び投稿数

：2,530人、1,357回（R8年5月時点 ※R1年度より開始）

「にし阿波の傾斜地農耕システム」で生産
された農産物とそれを用いた加工品を認証し、
ブランド化による農家の所得向上や傾斜地農法の継承を図っている。

公式HP、Instagram、YouTubeに傾斜地集
落の暮らし等の写真と紹介記事を随時投稿
し、国内外へ広く情報発信している。

にし阿波地域では雑穀や野菜の原種に近い種子が保存されてきた。
これらを継承するために組合が設立されている。

これまで実施した生物多様性調査によって、
カヤ場には、希少な動植物が生息している
ことを確認。自然環境に人の手が入ること
で、生物多様性が保たれている。また、地域住民との協働や地域農
業団体等との連携により、集落景観の保全活動を推進している。

採草地・集落景観の適切な管理

 生物多様性調査結果（H27＋R5調査）

・植物 364種 ・哺乳類 16種

・鳥類 54種   ・両性、爬虫類 12種 ・昆虫類 444種

GIAHSポイントの認定

 認定数（延べ）： 9件（R7年12月時点 ※R5年度より開始）

農文化、食文化の継承

 徳島・にし阿波 食と農の名人認定数

： 38人（R8年2月時点 ※H29年度より開始）

傾斜地農耕システムを象徴する地点をGIHASポイントに認定し、
国内外へ発信することで、認知度の向上と観光誘客へ繋げている。

本地域の傾斜地農耕や伝統料理等に卓越し、食と農の分野で活躍
している者を、「徳島・にし阿波 食と農の名人」として認定し、
「名人」が有する知識・経験・技術等を次世代に継承するための
活動を支援している。

関心層に響く

持続可能な

 体験型教育旅行（年間）：3,319人泊（R1）→6,343人泊（R6）

体験型教育旅行の推進

農泊施設を対象に、本地域ならではの農業遺産体験メニューの造成
や宿泊サービス向上に向けた受入体制を支援し、都市住民との交流
拡大と農業遺産の付加価値向上を図っている。

ツアーや視察受入による認知度の向上
農業遺産の認知度を高めるため、傾斜地農耕システムを学び、体感
できるスタディーツアーの実施や視察の受入を行っている。

 視察件数（年間）： 15件（H30）→16件（R7）



みなみ阿波の

樵木林業システム
こりき

～照葉樹林に育まれた里山・海山の物語～

樵木林業のコア・メカニズム：択伐矮林更新法
先人から受け継ぐ、森と生きる知恵択伐（回帰年8～12年）

切株 萌芽更新

©ShumpeiOhsugi

©ShumpeiOhsugi ©ShumpeiOhsugi

伐採前

©ShumpeiOhsugi

令和７年１月認定

日 本 農 業 遺 産

徳島県県南地域には、常緑広葉樹（照葉樹林）が広が
り、古くからこの地域では炭や薪を生産してきました。
大正時代に徳島県が択伐による萌芽更新を「樵木林
業」と命名して奨励した林業は、生態系の維持や土壌
保全にきわめて優れた伝統技法です。石油等の燃料転
換により一度は衰退したものの施業技術が評価され、
令和7年に日本農業遺産認定を受け、この持続可能な
樵木林業システムによる地域振興が再び力強く動き出
しています。



・備長炭生産量 4t(R5)→20t(R7)

・地炎地食の推進関連商品 1個(R5)→2個(R7)

・備長炭の高付加価値製品支援 0個(R5)→1個(R7)

（食品産業とのコラボ商品開発）

・人工林から照葉樹林への転換 0か所(R5)→1か所(R7)

・常緑広葉樹苗木生産者 1者(R5)→2者(R7)

・生物多様性調査実施中 （R7）

・樵木林業周遊コース設定準備 2か所（R7)

・樵木林業遺跡地等・掲示板設置準備 2か所(R7)

・樵林業文化情報収集及び情報発信の準備 (R7)

・新規樵木林業従事者の受け入れ支援

  0名(R5)→2名(R7)

・新規伐採地1か所(R5)→3か所(R7）

・ウバメガシ萌芽防護効果調査地0か所(R5)→2カ所(R7)

▲樵木林業

▲備長炭

▲吹筒花火

2P目

▲照葉樹林と海

▲シシ垣

▲人形浄瑠璃

▲海塩

●台風の常襲地である県南地域では、風倒害等を防ぐため、
樵木林業により樹木を低く保っている。

先人から受け継ぐ、森とともに生きる知恵

●樵木林業の択伐矮林更新法により樹木の根が維持されるため、
治山・治水効果に優れている。

●択伐による収穫後は、萌芽更新により効率的
に次世代の 樹木を育成する。

▲樹冠

▲萌芽更新

多様な生き物を育む、恵みの森

●この手法で管理された照葉樹林は、樹冠が立体的に重なる
複雑な「複層林」を構成し、多様な生物が生息している。

●照葉樹林は一年を通して美しい景観を保ち、里山集落と
森林の間には 獣害を防ぐための「シシ垣」が一部現在も
保全されている。

●沿岸部の森林は海とのつながりが深く、漁場の
環境維持に貢献している。

伝統文化を生みだし、森と生きる豊かな営み

●山間部の集落では、樵木林業の収入により
人形浄瑠璃や吹筒花火などの文化が醸成され、
大小様々な神社が建立されてきた。

●海陽町に伝わる「海部刀（かいふとう）」
は、カシ類の炭から生まれる強い火力に
よって作られてきた。

食料生産に活かされ、受け継がれる森の力

●地域で取り組んでいる燃料など、
新規需要が増加している。

●照葉樹資源は、生産量全国一を誇る菌床
しいたけの培地にも活用されるなど、
安定した需要がある。

●薪や炭の飲食店需要が増加している。

▲薪

▲ミドリシジミ

▲生しいたけ

©ShumpeiOhsugi

※「地炎地食」とは、地域の食（食材）を、
地域の炎（薪・炭）で調理して味わうこと。

日本農業遺産認定による効果



「干し野菜」と露地畑作の高度利用システム

システム（図など）

天日と冷たい西風「鰐塚おろし」で１本丸ご
との白首大根を乾燥させています。
設計図は無く、生産者の知恵や技術、経験を
もとに組み立てられています。

宮崎の太陽と風が育む
「干し野菜」と露地畑作の

高度利用システム

大根やぐら

～年間を通じた露地畑作と
干し野菜の伝統技術を未来へ～

千切り大根棚
細切りにした青首大根を西風が吹く晴天の日
に干しています。大根を均等に広げることで
質の高い千切り大根が出来上がります。

露地畑作
夏は葉たばこやかんしょ、冬は大根や
高菜等の露地野菜の栽培を行うことで、
年間を通じた土地の高度利用が実現し
ています。

ツバメ

土地の高度利用

農業生物多様性

農家が農業機械を保管する倉庫や納屋は、
害虫駆除の一翼を担っているツバメが自
由に出入りでき、営巣しやすい環境とな
っています。

伝統農法

令和３年２月認定

日 本 農 業 遺 産

田野・清武地域の農業は、気候風土を活かし、
年間を通じた露地畑作と「干し野菜」の技術
を多角的に組み合わせたシステムとして発展
してきました。
冬季に「大根やぐら」が建ち並ぶ風景は、こ
の地域ならではのランドスケープです。



• 田野・清武地域の農産物やそれらを加工した商品及び地域農業の認
知度を高めるため、ロゴマークの使用基準を制定

▌地域振興、情報発信 ▌次世代への継承

▌生物多様性の保全

【イベントへの出展回数】6回（R3）→17回（R7）

【各種イベントへの延べ来場者数】14,710人（R3）→45,300人（R7）

▌農林水産業

日本農業遺産認定後の取組

食育活動、農業学習会

農産物の付加価値向上 生物多様性保全のための取組み

【ロゴマーク使用申請件数】9件（R7）

• 生物多様性の保全に寄与する「ツバメ」に親しみ地域農業への理解を深
めてもらうため、ツバメの実態調査や学習会を継続して実施

• 地域内の物産施設や各種イベントで、商品にロゴマークシールを貼付し
販売

【調査員】田野小学校６年生

【協力】日本野鳥の会宮崎県支部

【学習会の実施回数】2回（R7）

SNSや各種イベントで地域の魅力を発信

• 地域のお祭りや宮崎ブーゲンビリア空港での
農産物の販売や大根やぐらの設置

• 大根やぐらライトアップの実施

• SNSキャンペーンの実施

• 地域内外の学生や団体を対象に、地域農業についての学習会や
農業体験の実施

【食育活動や農業学習会の開催数】3回（R3）→8回（R7）

【食育活動や農業学習会の延べ参加者数】107人（R3）→371人（R7）

• のぼりやポスターなどのPR資材作成

• X（旧Twitter）やInstagramなどSNSを開設 • 地域の高等学校や小学校で「お茶の淹れ方教室」や「ハリハリ漬け
教室」などの食育活動の実施



令和３年２月認定

日 本 農 業 遺 産

～キャッチコピー●●●●●●～

「日南かつお一本釣り漁業」は、日本近海を北上するか

つおを船団で追い、漁師が竿で一匹一匹釣り上げていく

漁業です。

造船材に特化した人工造林を行った特殊な飫肥林業

と絡み合い、今日まで地域を支える産業として継承され

ています。

造船材を産出した
飫肥林業と結びつく

「日南かつお一本釣り漁業」

日南市

山
か
ら
の
栄
養

栄養の
ある水

豊かな
沿海

かつお
の餌

かつおの
一本釣り漁にまつわる

信仰・風習

６次産業化
かつお
食文化

建築
造船

山の整備
造林

漁民の森

生物多様性

生物
多様性

かつお一本釣りを核に
３００年続く

産業と文化の循環システム

えさの畜養
（カタクチイワシ）

300年以上続く伝統漁業

300年続く「日
南かつお一本
釣り漁業」。
漁獲効率より
もかつおの資
源を守ること
を優先した伝
統漁業です。

漁にまつわる信仰・風習

地域の漁師たちは、
初出漁前に、豊漁と
航海安全を祈念して、
船のブリッジ内に祀
られている「船霊さ
ま」に神職が祈願を
捧げます。

生物多様性

日南市の海には、500種を超える魚介類が
生息しており、新種の生物も発見されて
います。

日南市の天然林には、505種の植
物、380種の動物が生息しており、
希少生物の宝庫となっています。



▌地域振興

市民参画によるかつお一本釣り漁業伝承者の
育成やかつお一本釣りのまちのブランド化によ
る集客向上を図るため、漁業体験のイベントを
行っている。
また、かつお加工品の魅力向上と消費拡大を
図るため、６次産業化を推進している。

▌次世代への継承

▌生物多様性の推進

 えびす祭りの実施：１回/年(目標値)→１回/年(R5)

 かつお一本釣り講座の開催：２回/年(目標値)→４回/年(R5)

 かつお料理・捌き方教室 ：５回/年(目標値)→16回/年(R5)

 かつお一本釣り漁業サポーター数：R3～R7 100名(目標値)→R3～R5 91名(R5時点)

 イベント、セミナーの実施：２回/年(目標値)→８回/年(R5)

 加工品販売PR：２回/年(目標値)→５回/年(R5)

 □漁民の森の整備：２回/年(目標値)→２回/年(R5)

 □漁場・藻場の保全活動：５回/年(目標値)→18回/年(R5)

 □再造林面積：R3～R7 700ha(目標値）→R3～R5 677ha(R5末時点)

▌食料及び生計の保障

日本農業遺産認定による効果（取組状況）

日南かつお一本釣りにまつわる文化の継承

地域一体となった
漁村活力の維持の取組

生物多様性を支える仕組みや取組

豊かな海を維持するため、漁業者自ら「漁民の森」
を整備、海岸清掃や藻場の有害生物の駆除活動
を行っている。
また、豊かな森林から栄養塩を含んだ水が海へ
流れ、豊かな海を形成しているため、森林整備計
画に基づいた森林の管理を実施している。

漁師たちは、航海安全や豊漁、子孫繁栄を祈念し、
毎年初出漁前に「えびす神楽」を奉納する。

かつお一本釣り漁の仕組みや漁の保全の取組を学ぶ教育活動を推進すると
ともに、子ども達が自らかつおを捌く料理教室を行い、食育から漁業を学ぶ取
組が進んでいる。

子どもたちへの環境教育、食育教育

市内漁協は、水揚げされたかつおを日南産が記
載された統一パーチで出荷するとともに、鮮度保
持の取組みを行っている。
また、日南かつお一本釣りシステムの認知度向
上・ 価値向上を図るため、市内外で開催される
農業遺産関連イベントへの出展を行っている。

▲日南初かつおフェア

□都市部でのPR活動：２回/年(目標値)→６回/年(R5)
□料理フェアの開催 ：１回/年(目標値)→２回/年(R5)
□料理の提供数：2,000食/フェア期間(目標値)→4,479食/フェア期間(R5)
□かつおPR実施：３回/年(目標値)→５回/年(R5)

システムの認知度向上と

かつお一本釣り漁業の価値向上

▲漁業体験広場

▲えびす神楽

▲漁民の森



伝統行事の継承

五穀豊穣や島の
繁栄を祈願する
伝統行事が数多
く継承され、互
助の精神が現在
でも生き続けて
います。

沖縄本島

先島諸島

多良間島

平坦で風の影響を受けやすい多良間島では、琉球

王国時代から風水思想を応用して「抱護（ポー

グ）」と呼ばれる防風林を造成・維持することに

より、厳しい環境での農業生産や社会生活を営ん

できました。そして、畜産と連携した循環型農業

システムが構築され、特色ある文化や景観を生み

出しています。

抱護と農業生物多様性

フクギを主林木とした抱護は、防風効
果によるサトウキビの増収や、生物の
生息場となるなど、農業生物多様性を
保全する特徴もあります。

畜産と連携した資源の活用

サトウキビの葉殻や牛糞、山羊糞を
堆肥化して農地に還元する、持続的
資源循環型農業が行われています。

水利用の取り組み

多良間島の地質は通水性が高く、
雨水は速やかに地下浸透するため、
ため池や地下水を貴重な水資源と
して、持続的に利用してきました。

令和７年１月認定

日 本 農 業 遺 産



• 多良間産肉用牛やサトウキビ、黒糖などの特産品の
ブランド力向上

▌地域の伝統的な知識

▌次世代への継承

▌生物多様性の推進

 サトウキビ農業生産額 25,101ｔ、631,984千円（Ｒ７）

 肉用牛生産額 1,176頭、699,672千円（Ｒ７）

 畜産農家戸数及び飼養頭数（Ｒ７）

牛（74戸、2,295頭）、豚（2戸、72頭）、山羊（75戸、570頭）

 エコファーマー認定 多良間地区さとうきび生産組合225戸 （Ｒ７）

 水資源：地下水（自然井戸9か所、人工井戸29か所、淡水レンズ取水井戸20か所）

地表水（貯桝、ため池5か所・新設計画5か所）

 村抱護の主林木：フクギ・テリハボク（高木層）、ナガミボチョウジ・リュウキュウガキ（低木層）

 海浜域：海岸性のアダン群落、隆起サンゴ礁植生（モンパノキ群落など）、砂浜植生

 鳥類：アカショウビン（森林）、ヒヨドリ（街路樹）、アマサギ（農耕地）、クロサギ（海岸）

 希少動植物：ヤシガニ（海浜）、タラマハヤシウマ（洞窟泉）、サシバ（森林）

▌農業・畜産の振興

情報発信

農業・畜産の振興

先人達から継承する農業水利の知識 抱護の生態系と野生生物

• 黒糖パッケージの刷新

６次産業化の展開

• 「たらま黒糖」をエコ黒糖と位置づけ、ブランド化した
製品開発

• 抱護は島の自然植生から構成され、貴重種を含
む様々な動植物の生息場所となり、自然災害か
ら守る役割も果たしている。

豊かな海と海の幸

• 島の外周に沿って分布するテリハボク群落やア
ダン群落、沿岸部はサンゴ礁が発達し、優れた
自然環境となっている。

• 祭事の供物のほとんどは海の幸で賄われている。

• 自然洞窟の湧き水をはじめ、人工井戸、ため池
など、水資源の適切で持続可能な利用

家畜による堆肥づくりと脆弱な土壌条件の改善

• 牛舎や放牧場の牛糞等を活用した堆肥づくり
• 伝統的緑肥による土づくり

植物の民俗利用

• 植物の食用、薬用、染料での利用

島外地域との交流活動

• 滋賀県琵琶湖地域との交流
沖縄県と滋賀県の交流連携に関する協定に基づき、
視察・交流が実現。

• 農業遺産ふーどコンテスト（農林水産省主催）への応募
コンテストへの応募を通して多良間島を知る生徒が増えた。
多良間村出身生徒が集う場となった。

地域活性化

• きき黒糖大会の開催
多良間島を含む沖縄離島の黒糖を見て香って
食べ比べ、お気に入りの黒糖を見つける目的。
（多良間島観光コンシェルジュ波平雄翔さん主催）

レシピを再現し実食した生徒たち

黒糖の食べ比べを楽しむ参加者

さとうきび

たらま花染め

多良間島のサンゴ群落

農地防風林

日本農業遺産認定による効果


	スライド 1
	スライド 2
	★【宮城県大崎地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【山形県最
	スライド 1
	スライド 2

	★【埼玉県比企丘陵地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	★【埼玉県比企丘陵地域】農業遺産事例集
	スライド 1


	★【埼玉県武蔵野地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	★【埼玉県武蔵野地域】農業遺産事例集
	スライド 1


	★【山梨県峡東地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	★【山梨県峡東地域】農業遺産事例集
	スライド 1


	★【静岡県わさび栽培地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	★【静岡県わさび栽培地域】農業遺産事例集
	スライド 1


	★【新潟県中越地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	ちゅうえつ
	★新潟県中越地域
	スライド 1



	★【富山県氷見地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	ひみ
	スライド 1


	★【福井県三方五湖地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	ふくい
	スライド 1


	★【三重県鳥羽・志摩地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	とばしま
	スライド 1


	★【三重県・尾鷲ヒノキ】農業遺産事例集
	スライド 1
	おわせ
	スライド 1


	★【滋賀県琵琶湖地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	びわこ
	スライド 1


	★【兵庫県丹波篠山地域】農業遺産事例集
	素案
	スライド 1
	スライド 2


	★【兵庫県南あわじ地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【兵庫県兵庫美方地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【兵庫県北播磨・六甲山北部地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【兵庫県朝来地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【和歌山県高野・花園・清水地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【愛媛県南予地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【島根県奥出雲地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【徳島県にし阿波地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	★【徳島県にし阿波地域】農業遺産事例集
	スライド 1


	★【徳島県県南地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【田野・清武地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【日南市】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2

	★【沖縄県多良間地域】農業遺産事例集
	スライド 1
	スライド 2




